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取 扱 説 明 書  

本製品を安全に、また正しくお使いいただくために 
必ず本取扱説明書をお読みください。 
お読みになった後も大切に保管してください。 
本取扱説明書はお手持ちのスマートフォンや 
タブレットからアクセスすることができます。 



は  じ  め  に 
 
 

 このたびは本製品をお買い上げいただき、ありがとうございます。 
 
 この取扱説明書は、自走マニアスプレッダの取扱方法と使用上の注意事項について記載して 

おります。ご使用前には必ず、この取扱説明書を熟知するまでお読みのうえ、正しくお取扱い

いただき最良の状態でご使用ください。 
 
 ●お読みになったあとも必ず製品に近接して保管してください。 
 ●製品を貸与または譲渡される場合は、この取扱説明書を製品に添付してお渡しください。 
 ●この取扱説明書を紛失または損傷された場合は、速やかにお買い上げの販売店または当社 
 にご注文ください。 

 ●本書は、 注意 として製品自体の損傷防止に関する留意事項を書いております。 
 ●なお、品質・性能あるいは安全性の向上のため、使用部品の変更を行うことがあります。 
  その際には、お手元の製品と本書の内容が一致しない場合もありますので、あらかじめ 
  ご了承ください。 
 ●ご不明な点やお気付の点がございましたら、お買い上げの販売店または当社にご相談 
  ください。 

 

  
 
 

      印付きの下記マークは安全上、特に重要な項目ですので、よく読んで必ず 
   お守りください。 
 
 

          その警告に従わなかった場合、死亡または重傷を負うことになる 
          ものを示します。 
 
          その警告に従わなかった場合、死亡または重傷を負う危険性が 
          あるものを示します。 
 
          その警告に従わなかった場合、ケガを負うおそれのあるものを 
          示します。 

危険 

警告 

注意 

 

警 告 サ イ ン  
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取扱説明書と本機に貼ってある  表示ラベルをよく読み、機械の使い方をよく理解した

うえで使用してください。また、機械を点検して異常がないかを確認してから使用して

ください。

機械を人に貸すとき、または所有者以外が運転するときは、運転方法を指導し、本書も

貸与し必ず読んでもらってください。

１．本機を使用するにあたって

（１）使用する人の条件

次の項目に該当する場合は本機を使用

しないでください。

●飲酒したとき。

●過労・病気・薬物の影響・その他の理由

により正常な運転ができないとき。

●妊娠しているとき。

●取扱方法を熟知していない人。

（２）使用する人の服装

機械に巻き込まれたり、滑って転倒し

たりする事故を予防するため、首巻き

・腰タオルをしないで、ヘルメット・

滑り止めの付いた靴を着用し、だぶつき

のない作業に適した服装で安全な作業

をしてください。

（３）積載量の厳守

本機は、積載量を限定しています。

表示以上の積み過ぎは危険です。

積載量は平地で３０００ｋｇ、傾斜地作業は

最大傾斜１０度までとし、そのときの

積載量は２０００ｋｇです。

（４）機械の改造厳禁

指定以外の部品を取付けないでくだ

さい。

また、改造をしないでください。
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（５）使用目的以外への使用禁止

堆肥を積載し圃場へ散布することを

目的とした機械です。

他の目的には使用しないでください。

（６）機械を他人に貸すとき

取扱方法をよく説明して、使用前には

『取扱説明書』を必ず読むように指導

してください。

（７）運転者以外に人を乗せない

本機の乗車定員は１名です。運転者以外、

人を乗せないでください。

２．点検・整備をしてください

（１）１年毎の定期点検・整備を

整備不良による不具合や事故を防止

するために、１年毎に定期点検・整備を

受け、機械が最良の状態で作業できる

ようにしてください。

（２）作業前の点検・整備を忘れずに

ご使用になる前と後には必ず点検・整備

を行ってください。

（３）点検・整備・掃除をするとき

点検・整備・修理・掃除をするときは、

交通の危険がなく、機械が転倒したり、

動いたりしない平坦で安定した場所で

エンジンを停止して駐車ブレーキを

してから行ってください。

（４）点検・整備は加熱部分が冷めてから

マフラやエンジンなどの加熱部分が

充分に冷めてから点検・整備をしてくだ

さい。守らないと火傷する恐れがあり 

ます。

（５）機械を常にきれいに

エンジン・マフラ・ベルトカバー・バッテリ

などに枯草、芝草がたまっていると、 

おもわぬ火災の原因となることがあり

ます。機械を常にきれいにしてください。 
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（６）排気ガスには十分注意

屋内などでエンジンを始動するときは

エンジンの排気ガスによる一酸化炭素

中毒の恐れがあります。

エンジンの始動は、風通しのよい場所で

行い、やむをえず屋内で始動する場合

には、十分換気を行ってください。

（７）カバー類を必ず取り付ける

カバー類などの防護装置を取り外すと

きは、必ずエンジンを停止してから行っ

てください。

また、取り外したカバー類は必ず元どお

りに取付けてください。守らないと

  傷害事故を引き起こす恐れがあります。 

（８）注油・給油するときは

チェンへの注油は、エンジンを停止して

から行ってください。

また、油圧タンクへの給油は、高温の 

ときには行わないでください。

（９）燃料補給時は火気厳禁

燃料補給時は、くわえタバコやマッチ・

ライターなど裸火照明は絶対に使用

しないでください。守らないと燃料に 

引火し、火災を起こす恐れがあります。 

（１０）こぼれた燃料はふき取る

燃料を補給したときは、燃料キャップを

確実に閉め、こぼれた燃料はきれいに 

ふき取ってください。守らないと火災 

事故を起こす恐れがあります。

（１１）マフラ・エンジンのゴミは取り除く

マフラやエンジン周辺に、ワラクズ・ゴミ

などが付着していないか作業前に点検

し、付着していれば取除いてください。

守らないと火災事故を起こす恐れが 

あります。

（１２）ラジエータが熱いときは

ラジエータが加熱しているときには、

絶対にラジエータキャップを開けないで

ください。熱湯が吹き出し、火傷する 

恐れがあります。



安全に作業するために

- 4 -

安
全
に
作
業
す
る
た
め
に

（１３）電気部品を修理するときは

①電気部品やその周辺の修理を行うとき

には、必ずバッテリの（－）側を外して

から実施してください。

②バッテリは、充電中可燃性ガスが発生し、

引火爆発の恐れがあります。

充電中はタバコを吸ったり、火を近づけ

たりしないでください。

③バッテリ液は希硫酸なので扱いには

注意し、体や衣服に付けないようにして

ください。もし目や体に付着した場合は、

すぐに水洗いし、すみやかに医療機関を

受診してください。

（１４）長期格納するときは

機械を清掃し、回転部およびチェンには

十分注油し、バッテリを取外し、キーを

抜き取り、屋内の平坦な場所に保管して

ください。

３．作業・移動をするときは

（１）人や動物を近づけない

特に子供には十分注意し、近づけない

ようにしてください。

（２）エンジンを始動するときは

操向レバーを必ず中立にするとともに、

駐車ブレーキスイッチが自動になって

いることを確認し、周囲の人に合図を

して安全を確かめてからエンジンを

始動してください。

守らないと傷害事故を引き起こす恐れ

があります。
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（３）回転中は危険です

回転部には近寄らない、触れないを守っ

てください。

（４）二人以上で作業するときは

二人以上の共同作業では、お互いに声を

掛け合うなどして、安全を確かめ合い

ながら作業してください。

（５）散布する堆肥の異物は取り除く

散布する堆肥には石・木片・鉄片などの

異物を混入させないようにしてくだ

さい。機械の故障の原因となるばかりで

なく、思わぬ方向へ飛散して危険です。 

（６）散布中は荷台内に顔を出さない

散布中は運転席側にも堆肥などが飛散

する場合があります。

危険ですので、保護ガードより顔や頭を

出さないでください。

（７）移動および作業の旋回のときは

旋回時に片方のクローラをあぜぎわに

乗り上げたり、急旋回は絶対に行わない

でください。転倒や脱輪の恐れがあり

危険です。

（８）急な発進・停止・旋回・

スピードの出しすぎ禁止

スピードの出しすぎ、急な発進・停止・ 
旋回は、事故の原因となるだけでなく、 
機械の寿命も縮めますので行わないで

ください。

また、起状の多いほ場や傾斜地は、

危険です。作業スピードは極力落として

作業を行ってください。

（９）散布作業するときは

散布作業中は後方に堆肥が１０ｍ前後に

飛散します。後方に人がいないことや

障害物のないことを充分確認し、散布

距離を考慮して作業してください。

（１０）散布中は保護ガードより

顔を出さない

散布中は運転席側にも堆肥などが飛散

する場合があります。危険ですので、 

保護ガードから顔や頭を出さないで 

ください。



安全に作業するために

- 6 -

安
全
に
作
業
す
る
た
め
に

（１１）散布作業中は

肥料や堆肥が飛散し、目や呼吸器に入る

恐れがありますので、必ず保護メガネと

保護マスクを着用してください。

（１２）傾斜地で作業するときは

次のことを必ず守ってください。

①等高線に平行、または斜めに走行すると

横転の危険があります。

斜面の作業は､必ず直角方向に走行して

ください。

②変速位置をあらかじめ低速にして速度

を下げ、特に、下り坂ではエンジンブレ

ーキを使用してください。

（１３）溝や畦を横断したり

軟弱な所を通るときは 

スリップや転倒による事故を防ぐため

に、幅・長さ・強度が十分あるスリップ

しないアユミ板をかけ、最低速度で

通ってください。

（１４）作業途中で運転席より離れるときは

平坦な場所に停車し、操向レバーを中立

にして、エンジンを停止してください。 
エンジンを停止すると駐車ブレーキが

かかります。

（１５）あぜの乗り越え

畦畔を越えるときは、機体が上向きから

下向きに急に変わりますので、十分に 

注意し、最低速度で畦畔に直角に越える

ようにしてください。あぜがコンクリート

であったり、高さが１０cm 以上のときは

アユミ板を使用してください。
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（１６）高圧油に注意してください

①圧力がかかり噴出した油は、皮膚に浸透

する程の力があり、傷害の原因になり

ます。

②高圧油による傷害を防止するために

配管・ホースなどの取外し前には必ず

残圧を抜いてください。

③圧力をかける前に配管・ホースなどは

正しく確実に締め付けてください。

④非常に小さな穴からの油漏れは、ほとん

ど目に見えないことがあります。手で

油漏れを探さないでください。必ず、

保護メガネをかけ、紙などを使用して

調べてください。

⑤万一、油が皮膚に浸透したときは、強度

のアレルギーを起こす恐れがあります

ので、すぐに医療機関を受診してくだ

さい。

（１７）高温油に注意してください

①高温油による傷害を防止するために

作業直後の注油やミッションのオイル

交換はしないでください。作業前か十分

温度が冷えてから行ってください。

②火傷やケガを負った場合は、速やかに

医療機関を受診してください。

（１８）作業中はポンプに触れない

作業中は油圧モータ、油圧ポンプ、油圧

タンクなどの油圧機器は高温になって

いるため触れると火傷をする恐れが 

あります。点検・調整時には温度が十分

に冷めてから行ってください。
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（１９）回転中のビータやコンベアバー

コンベアチェンには触れない

回転しているビータやコンベアバー・コン

ベアチェンに、手や足で絶対に触れないで

ください。巻き込まれ重傷を負うことが

あります。

（２０）長時間の連続作業時は

聴覚保護具を着用してください

作業中は機械の動作音が大きく、長時間

の連続作業は騒音障害の原因となります。

必要に応じて聴覚保護具を着用してくだ

さい。 

４．道路走行・輸送するときは

（１）公道走行はできません

本機は公道を走行すると、道路運送車両

法に違反します。公道を移動するときは、

トラックなどで運送してください。

（２）トラックなどへの積み込み・降ろしは

平坦な場所でトラックが移動しない

ようエンジンを停止し、サイドブレーキを

かけ、車止めをし、幅・長さ・強度が

充分あるスリップしないアユミ板を

かけ、最低速度で走行し、できるだけ

方向変更を行わないでください。

積み込んだ機械は車止めをし、強度が

十分にあるロープで確実に固定して

ください。

  以上、機械の取扱で注意していただく主だった事項を記載しましたが、これ以外にも

  本文の中で 印を付けて安全上の注意事項を表記しております。
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５．警告ラベルの貼付け位置

① 部品コード ００１２０６００２６８０

②部品コード ００１２０６００２７８０ ③部品コード ００１２０６００２０６０
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④部品コード ００１３０６０００６００

⑩部品コード ００１２０６０００４４０

⑨部品コード ００１２０６０００４３０⑧部品コード ００１２０６０００８００

⑤部品コード ００１３０６０００６１０

⑥部品コード ００１２０６００１０９０ ⑦部品コード ００１３０６００００８０
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⑪部品コード ００１２０６０００９４０

⑬部品コード ００１２０４５０００４２ ⑭部品コード ００１３０６０００２２０

⑮部品コード ００１２０６００１０５０

⑫部品コード ００１２０６０００４００
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警告ラベルの取扱い注意事項

（１）警告ラベルはいつもきれいにして傷をつけないように、また汚れている場合、中性

洗剤で洗い、軟らかい布で水気を拭いてください。

（２）傷ついたり、汚れたり、はがれた場合は、お買い上げの販売店又は当社に注文し

新しいラベルを元の位置に貼ってください。（ラベルをご注文の際は部品コードを

ご連絡ください。）

（３）警告ラベルが貼ってある部品を交換する場合は、新しいラベルを注文して元の位置に

貼ってください。

（４）新しいラベルを貼る場合は、汚れを拭き取り、乾いた面に貼ってください。

気泡は隅の方へ押しながら抜いてください。

⑰部品コード ００１２０６００１０８０

⑱部品コード ００１３０６０００１９０

⑯部品コード ００１２０６０００４２０

⑲部品コード ００１２０４５００２６０
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本製品の使用目的について 
  本製品は、堆肥散布にご使用ください。 

使用目的以外の作業や改造などは、決して行わないでください。 

使用目的以外の作業や改造をした場合は、保証の対象になりません。 

（機体銘板貼付け位置図） 

アフターサービスについて 

機械の調子が悪いとき、不調診断に従って 

点検・処置しても、なお不具合があるとき 

は、お買い上げいただいた販売店、ＪＡ（ 

農協）、または、お近くの当社営業所まで 

ご連絡ください。 

 

【連絡していただきたい内容】 

  ●品名と型式 

●機体 No．（ＳＥＲ－Ｎｏ） 

●ご使用状況は？ 

（どんな条件でどんな作業をしていたときに） 
●どれくらい使用されましたか？ 

（約〇〇アール、または約〇〇時間使用後） 

●不具合が発生したときの状況をできるだけ詳しく教えてください。 

※機体№は、上図に示す機体銘板に打刻しております。 

【今後参考のため、次の空欄に機体 No．などを記入しておいてください。】 

 

品   名 自走マニアスプレッダ 

型   式 ＳＤ３０００Ｄ 

機 体 № 

（SER－№） 
 

購入年月日 年      月     日 

販売店名 

 

 

TEL：   （   ）      
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番号 名  称 は  た  ら  き 

１ シート、シートベルト 作業者の座席、安全装備 

２ ストンガード 作業者への堆肥・小石等の飛散を防止 

３ バックミラー 後方確認用ミラー 

４ ＨＳＴ走行ミッション 走行速度および前後進を無段階調整する走行ミッション 

５ エンジン 動力源、ディーゼル水冷４気筒 

６ エアクリーナ エンジンに取り込む空気を浄化 

７ オイルクーラ ＨＳＴ走行ミッションおよび油圧用オイルの冷却 

８ 油圧オイルタンク 油圧オイルはＶＧ４６ 

９ キャノピー 作業者への日差しや雨を防ぐ 

１０ コンベアテンション コンベアの張り具合を調整するスプリング 

１１ ショウコウレバー ディスクの角度を調整 

１２ コンベア送り調整レバー コンベアの送り速度を調整 

１３ 前照灯、ウィンカ 走行用照明、方向指示器 

１４ スマホホルダー スマートフォンを固定する台 

１５ 燃料タンク 燃料は軽油 

１６ 燃料ゲージ 給油時燃料の残量を確認、コントロールボックスでも残量表示 

１７ 走行モータ クローラを駆動、駐車ブレーキ機能付き 

１８ クローラ ゴム製の走行履帯 

１９ クローラテンション クローラの張り力を調節するスプリング 

２０ 規制板 散布幅の規制 
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番号 名  称 は  た  ら  き 

２１ コントロールボックス 各種設定、操作画面表示 

２２ 操向レバー 前後進・旋回をコントロールするレバー 

２３ コンビネーションスイッチ ウィンカ、前照灯、尾灯、ホーン用スイッチ 

２４ 散布スイッチ 散布部への動力伝達の「入・切」の切り替え 

２５ ロータリボリューム エンジン回転数の調整 

２６ 
中立スイッチ 
操向レバーポテンショメータ 

操向レバーの位置を判断します 

２７ キースイッチ 「ＳＴ」位置でエンジンが始動、「ＯＦＦ」位置で停止 

２８ ＵＳＢソケット ２ポート（ｔｙｐｅＡ） 

２９ ヒューズボックス１ 過電流が流れたときに配線、素子を保護 

３０ ヒューズボックス２ 過電流が流れたときにコントロールボックスを保護 

３１ ヒューズボックス３ 過電流が流れたときにエンジン側の配線、素子を保護 

３２ ヒューズボックス４ 過電流が流れたときにエンジン側センサを保護 

３３ 各種リレー１ エンジン始動、メイン電源用リレー 

３４ 各種リレー２ 作業に必要なリレー 

３５ コンビネーションランプ ウィンカ、ブレーキランプ、尾灯を備えたランプ 

３６ 後退灯、バックブザー 後退時に点灯、断続音で警告 

３７ ビータ 堆肥を均平にして散布ムラを低減 

３８ コンベアバー 堆肥を機体後方の散布部へ搬送 

３９ コンベアチェン コンベアバーの連結、＃５７ 

４０ ディスク 堆肥を散布 
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番号 名  称 は  た  ら  き 

４１ バッテリコード＋ バッテリ、スタータを接続 

４２ バッテリ ＪＩＳ１１５Ⅾ３１Ｒ相当のバッテリ 

４３ エンジンＥＣＵ エンジン制御用ＥＣＵ 

４４ バッテリコード－ バッテリ-端子とフレームを接続 

４５ エンジンコネクタ エンジン側センサとエンジンハーネスの中継コネクタ 

４６ グロー グロープラグ 

４７ スタータ エンジンスタータ 

４８ セヂメンターＳＷ 燃料水分計 

４９ 燃料ポンプ 燃料ポンプ 

５０ アースコード エンジン本体とフレームを接続 

５１ オルタネータ バッテリ充電用オルタネータ 

５２ オイルクーラ 油圧オイル冷却用オイルクーラ 

５３ エアフローセンサ ＤＰＦ装置用センサ 

５４ エンジンハーネス エンジンハーネス 

５５ 通信コネクタ エンジンＥＣＵ、コントロールボックス間の通信用コネクタ 

５６ 整備コネクタ サービスツール接続時に使用 

５７ 電源コネクタ コントロールボックスへの電源供給用コネクタ 
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１．キースイッチ     

 
エンジンの始動・停止に使用します。 
始動する際は、ロータリボリュームが低の位置

にあることを確認し、キースイッチを「ＳＴ」の

位置まで回してください。エンジンのセル 

モータが回転し、エンジンが始動します。 
停止するときは、キースイッチを「ＯＦＦ」位置

まで戻してください。 
注 意 
操向レバー中立、自動駐車ブレーキ「ＯＮ」、

散布スイッチ「切」でないとエンジンがかか

りません。 
 

２．操向レバー     

 

左右のレバーはそれぞれ左右のクローラの

回転方向に連動しており、レバーを倒す角度

に応じて無段階にクローラの回転を調整 

できます。 
また、左右のレバーを倒す角度を変えることで

旋回できます。この場合、レバーの倒す角度が

小さいレバー側に旋回します。また、左右の  

レバーを逆方向に動かすと急旋回することが 

できますが、積載量が多い場合や湿田での  

走行は、安全弁が働き旋回不可能な場合もあり

ます。その場合には大回りで旋回するようにして

ください。 

 
 
●高速走行時の急旋回は、危険ですので 
行わないでください。 

●砂利道での急旋回は、クローラに石が 
かみ込むおそれがありますので避けて 
ください。 

●旋回時に片方のクローラをあぜに乗り 
あげたり、畔際での急旋回は絶対に 
行わないでください。守らないと、転倒 
したりクローラが外れたりするおそれが 
あり危険です。 

 
 
３．散布スイッチ 

 
散布スイッチを「入」にするとマニアスプレッ

ダが作動します。 
 

注 意 
・エンジン回転数が高い状態での急な接続操作

は、チェン等の損傷の原因となります。エン

ジン回転数を低くして散布スイッチを「入」

にしてください。 
・ゲートアタッチを使用する場合、ゲートが 

全開位置にないと散布できません。 
 
 
 
 
 
 
 

 警 告 
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４．ロータリボリューム 

 
エコ作業モードを使用しない場合、ロータリ

ボリュームを回してエンジン回転数を調整 

してください。 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
５．コントロールボックスの取扱い                            
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番号 名 称         は た ら き                     

１ 液晶画面 ・作業状態、エラー内容を表示します。 

２ 表示切換ボタン ・押す度に、設定モード→入力チェックモード→出力チェックモード 

→作業画面を切換えます。 

３ ＋ボタン 

－ボタン 

・押す度に、設定モードの項目の設定値に＋１します。 

・押す度に、設定モードの項目の設定値に－１します。 

・同時に押すと、設定モードの項目の設定値を初期値にリセットします。 

４ 次へボタン 

戻るボタン 

・設定モード、入力チェックモード、出力チェックモードで項目を 

切り替えるときに使用します。 

５ HI／LOW 切換ボタン ・押す度に、前照灯のハイビーム、ロービームを切り換えます。 

 ハイビームでは液晶画面の右上に「Ｈ」と表示されます。 

６ ECO 作業ボタン ・押す度に、エコ作業モードのＯＮ／ＯＦＦを切換えます。 

 エコ作業モードＯＮで散布中、走行中にエンジン回転数を上げます。 

 ランプ点灯：エコ作業モードＯＮ。 

７ エラー警告ボタン ・エラー０発生時に押すことで警告音、表示を消せます。 

 エラーが解消するまでエラー警告のＬＥＤが点灯します。 

８ 自動駐車ブレーキボタン ・押す度に、自動駐車ブレーキのＯＮ／ＯＦＦを切り換えます。 

 ランプが点灯（自動駐車ブレーキＯＮ）している状態でも、走行中はブ

レーキが自動で解除されます。 

 ランプ点灯：自動駐車ブレーキＯＮ。 

９ 副変速ボタン ・ボタンを押す度に、副変速の低速・高速を切換えます。 

 ランプ点灯：高速。 

１０ 駐車再生ボタン ・再生要求のランプが点滅している時にボタンを押すとＤＰＦ駐車再生 

できます。 

散布作業を中止し、駐車してから駐車再生処理を行ってください。 

１１ 再生禁止ボタン ・DPF 再生したくない場合に再生を禁止し、警告音、表示を消せます。 

 ランプ点灯：ＤＰＦ再生禁止状態。 

１２ ゲート全開ＬＥＤ ・オプションのゲート使用時にゲートが全開位置でランプが点灯します。 

 ゲートが全開位置で散布作業を行えます。 
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◆キースイッチを入れると 

社名、型式、プログラムのバージョンを表示。 

 

 

 

 

 
◆作業中表示（正常時） 

プログラムのバージョン表示後コントロールボックスに下記画面が表示されます。 

 

 

 

 

上段：燃料の残量、エンジン回転数、前照灯のハイビームのＯＮ／ＯＦＦ、 

下段：作業状態 

 

「表示切換」ボタンを１回押すと下記画面が表示され、 

燃料の残量が消えエンジン負荷率が表示されます。 

 

 

 

上段：エンジン負荷率、エンジン回転数、前照灯のハイビームのＯＮ／ＯＦＦ、 

下段：作業状態 

 

正常時以外の表示は「エンジンエラーの表示」以降に記載してあるので参照してください。 

もう一度「表示切換」ボタンを押すと設定モードに移行します。 

 

 

 

◆設定モードの表示と変更方法 

 ・キースイッチを入れ「表示切換」ボタンを２回押すと設定モードに入ります。 

  ※無闇な設定変更は動作不良に繋がりますので、しないでください。 

 

 

 

 ・以下のボタンで設定変更してください。 

   ・「次へ」ボタン  ：次の項目を表示   

・「＋」、「－」ボタン：値を変更 

   ・「戻る」ボタン  ：前の項目を表示   

・「＋」、「－」ボタン同時に長押し：値をリセット 
 

タカキタ ＳＤ３０００ 
４７２３８－９１２１－〇〇〇 

Ｅ■■■■Ｆ カイテン   ０Ｈ 
サギョウ ＯＫ        

１.エンジンカドウジカン  

セッテイチ         ０ 

フカ ０ カイテン     ０Ｈ 
サギョウ ＯＫ        
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No. 表示 内容 

１ 
１.エンジンカドウジカン  

セッテイチ          ０ 

エンジンＥＣＵから受信したエンジン稼働時間（ｈ)です。 

設定変更はできません。 

２ 
２.ＥＣＯ テイカクカイテンスウ  

セッテイチ     ２９００ｒｐｍ 

ＥＣＯ作業モード ON での前進時、散布時の回転数です。 

初期値：２９００ 範囲：２０００～２９００。 

３ 
３.ＥＣＯ コウタイカイテンスウ 

セッテイチ     ２０００ｒｐｍ 

ＥＣＯ作業モード ON での後退時の回転数です。 

初期値：２０００ 範囲：２０００～２９００ 

４ 
４.サンプ バックアップ 

セッテイチ         ＯＦＦ 

散布のトグルスイッチが故障した場合、コントロールボックス 

の副変速スイッチで代用できます。 初期値：ＯＦＦ 

５ 
５.ゲート キノウ 

セッテイチ         ＯＦＦ 

オプションのゲートを取り付けた場合、ＯＮにしてください。 

初期値：ＯＦＦ 

６ 

６.チュウリツ ミギ ホゾン 

セッテイチ       ２．５０Ｖ 

「＋」と「－」ボタンを同時長押しすることで右の操向レバー 

の中立位置を保存できます。 

初期値：２．５ 条件：中立ＳＷ ＯＮ  

７ 

７.チュウリツ ヒダリ ホゾン 

セッテイチ       ２．５０Ｖ 

「＋」と「－」ボタンを同時長押しすることで左の操向レバー 

の中立位置を保存できます。 

初期値：２．５ 条件：中立ＳＷ ＯＮ 

８ 
８.ネンリョウケイ マンタンイチ 

セッテイチ       １．６２Ｖ 

燃料タンクの満タン検出位置を設定できます。 

初期値１．６２ 範囲：１．００～２．００ 

９ 
９.ネンリョウケイ カライチ 

セッテイチ       ３．３３Ⅴ 

燃料タンクの空検出位置を設定できます。 

初期値：３．３３ 範囲：３．００～４．００ 

１０ 
１０．デンアツテイカ ケイコク 

セッテイチ       １２．０Ｖ 

エンジンがかかる前に電圧低下した時に警告する電圧値。 

初期値：１２．０ 範囲：９．０～１６．０ 

１１ 
１１.ジュウデンケイコク 

セッテイチ       １３．０Ｖ 

エンジンがかかった後に充電警告が表示される電圧値。 

初期値：１３ 範囲：９．０～１６．０ 

 設定変更が終わったら、「表示切換」ボタンを３回押して作業モードに戻ってください。 
 

◆入力チェックモードの表示 

 ・「表示切換」ボタンをもう一度押すと入力チェックモードに入ります。 
  センサがＯＮ状態だとブザーが鳴り、ＯＦＦ状態だとブザーが鳴りません。 
  センサの入力確認にご利用ください。 
 
 
 
 
 ・以下のボタンで表示を変更してください。 
 ・「次へ」ボタン：次の項目を表示 ・「戻る」ボタン：前の項目を表示 
 
 
 

ニュウリョク チェック モード 
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No. 表示 内容 

１ 
ニュウリョク チェック モード 
ＳＤデンアツ    １３．７ Ｖ 

コントロールボックスの電圧を表示 

２ 
ニュウリョク チェック モード 
チュウリツＳＷ       ОＮ 

中立スイッチの状態をОＮ／ＯＦＦで表示 

３ 
ニュウリョク チェック モード 
カイテンスウｐｔ    ２.５０Ｖ 

エンジン回転数のロータリボリュームの電圧値を表示 

４ 
ニュウリョク チェック モード 
サンプＳＷ         ＯＮ 

散布スイッチの状態をОＮ／ＯＦＦで表示 

５ 
ニュウリョク チェック モード 
ゲートＳＷ        ＯＦＦ 

ゲートスイッチの状態をОＮ／ＯＦＦで表示 

オプションのゲートを取り付けた場合のみ使用 

６ 
ニュウリョク チェック モード 
ミギレバーｐｔ     ２．５０Ｖ 

操向レバー右のポテンショメータの値を表示 

７ 
ニュウリョク チェック モード 
ヒダリレバーｐｔ    ２．５０Ｖ 

操向レバー左のポテンショメータの値を表示 

８ 
ニュウリョク チェック モード 
ネンリョウデンアツ   ２．５０Ｖ 

燃料計の電圧値を表示 

９ 
ニュウリョク チェック モード 
シュウヘンオンド     ２０ド 

エンジン周辺温度を表示 

１０ 
ニュウリョク チェック モード 
ススタイセキ        ０ 

ＤＰＦの煤堆積率を表示 

１１ 
ニュウリョク チェック モード 
ネンリョウスイブンケイ  ＮＯ 

燃料への水の混入の有無を表示 

１２ 
ニュウリョク チェック モード 
レイキャクスイオンド   ２０ド 

エンジン冷却水の温度を表示 

１３ 
ニュウリョク チェック モード 
エンジンデンアツ   １３．８ Ｖ 

エンジンＥＣＵの電圧値を表示 

入力確認が終わったら、「表示切換」ボタンを２回押して、作業モードに戻ってください。 
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◆出力チェックモードの表示 

 ・「表示切換」ボタンをもう一度押すと出力チェックモードに入ります。 
  ブザー、ライトや油圧出力の確認にご利用ください。 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 ・以下のボタンで表示を変更してください。 
 ・「次へ」ボタン：次の項目を表示  ・「戻る」ボタン：前の項目を表示 
 ・「＋」ボタン：各出力を出します。 ・「－」ボタン：各出力を切ります。 

No. 表示 内容 

１ 
シュツリョク チェック モード 

コウタイトウ ブザー ОＦＦ 

ＯＮで後退灯点灯、バックブザーの断続音が鳴る 

２ 
シュツリョク チェック モード 

ブレーキ カイジョ  ОＦＦ 

ＯＮでブレーキ解除の電磁バルブを動作させて、ブレーキ解除 

３ 
シュツリョク チェック モード 

ソウコウ キリカエ  ОＦＦ 

ＯＮで副変速の電磁バルブを高速に切替える 

４ 
シュツリョク チェック モード 

エンジンシドウ    ＯＦＦ 

ＯＮでエンジン安全始動のリレーＯＮ、エンジン始動可能 

５ 
シュツリョク チェック モード 

サンプ バルブ    ＯＦＦ 

ＯＮで散布の電磁バルブ動作し、散布開始 

６ 
シュツリョク チェック モード 

ライト ハイビーム  ＯＦＦ 

コンビネーションＳＷの前照灯「入」の時に、 

ＯＮでハイビーム点灯 

 出力確認が終わったら、「表示切換」ボタンを１回押して、作業モードに戻ってください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

シュツリョク チェック モード 
 

 
怪我をするおそれがありますので、「＋」、「－」ボタン操作の際は、平坦な場所でエンジン

を停止して、機械の周りに人がいないことを確認してから行ってください。 

 注 意 
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◆エンジンエラーの表示 

エンジンのエラーが発生した際のコントロールボックスの表示です。 

下記表示がされている際はブザーの断続音も鳴ります。 

断続音を切りたい場合、「エラー警告 入／切」ボタンを押してください。 

 

上段：エンジンエラーコード、 

下段：エンジンエラー内容 

 
 
 
エラーの詳細については「不調診断」の「エラーコード一覧表」を確認してください。 

 
◆電源投入時表示(操作が必要な場合) 

キースイッチＯＮで操作が必要な場合のコントロールボックスの表示の一覧です。 

下記表示がされている際はブザーの断続音も鳴ります。 

断続音を切りたい場合、「エラー警告入／切」ボタンを押してください。 

表示 内容 

デンアツ テイカ 

        １０．１ Ｖ 

バッテリ電圧が電圧低下警告の設定以下となっている時の表示 

です。 

エンジン始動時にセルが回らなければバッテリを充電して 

ください。 

チュウリツ ヲ カクニン 
 

前後進レバーが中立位置にないためエンジンがかかりません。 

中立位置に戻してください。 

サンプＳＷ ヲ カクニン 
 

散布スイッチが入っているのでエンジンがかかりません。 

スイッチを切ってください。 

ブレーキ ヲ カクニン 
 

自動駐車ブレーキがＯＦＦのためエンジンがかかりません。 

自動駐車ブレーキボタンを押して自動駐車ブレーキＯＮ状態 

（ランプが点灯）にしてください。 

ＣＡＮツウシン イジョウ 
 

ＣＡＮ通信線の断線、コネクタの接触不良が起こっています。 

配線図を参考にエンジンＥＣＵのコネクタを確認してください。 

ネンリョウ ヲ キュウユ 
 

燃料が残り１０％以下になると表示されます。 

燃料を補充してください。 

燃料が２５％まで補充されると表示が消えます。 

 
 
 
 
 
 
 

エラーコード〇〇〇〇〇〇〇〇 
〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 
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◆エンジン始動時、稼働中表示(警告) 

エンジン始動時、稼働中のコントロールボックスの警告表示の一覧です。 

充電異常の表示がされている際はブザーの断続音も鳴ります。 

断続音を切りたい場合、「エラー警告入／切」ボタンを押してください。 

表示 内容 

ジュウデン イジョウ バッテリ電圧が電圧低下警告の設定以下となっている時の表示 

です。バッテリを充電してください。 

コウフカ フカリツ 
 

エンジンが高負荷になっています。 

負荷を減らしてください。 

 
◆ゲート機能ＯＮかつ散布時表示 (異常時) 

下記表示がされている際はブザーの断続音も鳴ります。 

断続音を切りたい場合、ゲートを上げてください。 

表示 内容 

ゲート ヲ アゲル 

 

ゲートが全開位置にないため散布できません。 

ゲートを閉じた状態で駆動を入れると機械の破損につながるため 

ゲートを上げてください。 

※警告表示が出ないため、オプションのゲートを取り付けた場合は設定モードに入り、 

「５．ゲート キノウ」をＯＮにします。 

 

◆ＤＰＦ自動再生時表示 

ＤＰＦ自動再生時のコントロールボックスの表示です。 

ＤＰＦ再生については「運転に必要な装置の取扱い」の「ＤＰＦ装置（ディーゼル微粒子の 

除去装置）のはたらきと取り扱い」を参照してください。 

表示 内容 

ＤＰＦ サイセイチュウＬｖ 

 

ＤＰＦ自動再生をしています。 

回転数を上げて作業してください。 
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◆ＤＰＦ駐車再生/停止時表示 

ＤＰＦ駐車再生に関わるコントロールボックスの表示の一覧です。 

ＤＰＦ再生については「運転に必要な装置の取扱い」の「ＤＰＦ装置（ディーゼル微粒子の 

除去装置）のはたらきと取り扱い」を参照してください。 

駐車再生必要の表示がされている際はブザーの断続音も鳴ります。 

その場でＤＰＦ再生できず断続音を切りたい場合、再生禁止スイッチを押してＤＰＦ再生禁止に 

します。安全に駐車再生できる場所まで移動してＤＰＦ再生禁止を解除してください。 

表示 内容 

ＤＰＦチュウシャサイセイヒツヨウ 

 

ＤＰＦに煤がたまっています。 

駐車再生が必要です。 

ＤＰＦ チュウシャサイセイチュウ 

 

ＤＰＦ駐車再生を実施しています。 

ＤＰＦ サイセイテイシ 

 

ＤＰＦ駐車再生を停止しました。表示時間経過後回転数が 

元に戻ります。 

 
６．エコ作業の説明 
エコ作業モードがＯＮの時は散布中、走行中にエンジン回転数が設定した回転数まで上昇  

します。 
エコ定格回転数、エコ後退回転数の設定については「運転に必要な装置の取り扱い」の    

「５．コントロールボックスの取り扱い」をご確認ください。 
ＤＰＦ駐車再生中はエコ作業モードを使用できません。 

エンジン回転数の 
制御条件 

散布 
スイッチ 
ＯＮ 

走行状態 エコ作業 
モード 
ＯＦＦ 

ＤＰＦ 
駐車再生 

ＯＮ 
前進 前方 

旋回 
超信地 
旋回 

後方 
旋回 

後退 

ロータリボリュームで制御       〇  

エコ定格回転数に制御 〇 〇 〇 〇     

エコ後退回転数に制御     〇 〇   

エンジン側で制御        〇 

 
ロータリボリュームのエンジン回転数の範囲は１４００ｒｐｍ～２９００ｒｐｍ、エコ定格回転数の初期値は

２９００ｒｐｍ、エコ後退回転数の初期値は２０００ｒｐｍです。 
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７．副変速スイッチ 

 

走行速度の範囲を高／低に切り換えるスイッ

チです。ランプ点灯時は高速、消灯時は低速

になります。 
注 意 
積載状態のときは、低速で走行するように 

してください。 
 

８．自動駐車ブレーキスイッチ 
 

   

押すと自動駐車ブレーキのＯＮ／ＯＦＦを切り

替えます。 
ランプが点灯している状態(自動駐車ブレー

キＯＮ)で操向レバーを中立にすると自動で

駐車ブレーキがかかり、走行中は自動で駐車

ブレーキが解除されます。 
ランプが消灯している状態(自動駐車ブレーキ

ＯＦＦ)では常に駐車ブレーキが解除されます。 
自動駐車ブレーキのＯＮ、ＯＦＦと実際の駐

車ブレーキの「入」、「切」の関係は次の表の

通りです。 

キースイッチをＯＮにすると、自動で駐車ブレ

ーキ「入」の状態になり、自動駐車ブレーキ

のランプが点灯します。 
 
 
停車する際は必ず自動駐車ブレーキランプ 

が点灯していることを確認してください。 
さもないと機械が動き出し、思わぬ事故に 
つながる可能性があります。 

 
 
９．ＤＰＦ装置（ディーゼル微粒子の除去装置） 

  のはたらきと取扱い 

 

 

＊排気ガス中毒になるおそれや、ＤＰＦ 

再生中の高温状態の排気管やマフラに 

接触してヤケドや火災が発生する原因 

となるため、下記事項を遵守してくだ 

さい。 

 

・納屋や倉庫など換気の悪い場所では、 

再生処理を行わないでください。 

・再生処理を行う前には、排気管やマフラ 

および周辺部に、発火する原因となる 

燃えやすいゴミなどがあれば取り除いて 

ください。 

・ＤＰＦ再生中は、排気管やマフラおよび 

周辺部に人を近付けないでください。 

また、本機からは離れないでください。 

 

 

ＤＰＦ（ディーゼル・パティキュレート・フィルタは、

ディーゼルエンジンから排出される排気ガス

中のＰＭ（ススなど粒子状物質）をフィルタ

で捕集し、大気中に放出されるＰＭの量を 

削減させます。捕集したＰＭをＤＰＦ内で燃焼

させてＰＭ除去フィルタ内を浄化および再生

します。また、ＤＰＦの再生処理方法には自動

再生と駐車再生の２通りがあります。 

駐車ブレーキ
「入」、「切」 

キースイッチ 操向レバー 

ＯＮ ＯＦＦ 中立 
中立
以外 

自動駐車 
ブレーキ 
（ランプ） 

ＯＮ 
（点灯） 入 入 入 切 

ＯＦＦ 
（消灯） 

切 入 切 切 

 警 告 

警 告 



運転に必要な装置の取扱い                  

- 28 - 

通常は、散布作業時を含む本機の運転中は 

自動再生モードになっています。自動再生 

モード中は、ＤＰＦ内にＰＭが堆積されると 

自動再生機能がはたらき、ＰＭを自動的に 

除去します（自動再生処理）。また、ＰＭが  

ＤＰＦ内に堆積し、駐車再生の警報が発生した

ときは，駐車再生処理を行って堆積したＰＭ

を除去してください。 

 

通常、再生処理には１０～３０分程度かかり  

ます。再生処理にかかる時間は、外気温度・

排気温度・エンジン回転数によって変わり 

ます。 

再生処理終了直後は、ＤＰＦ（および排気管・

マフラ）はまだ高温です。排気装置（ＤＰＦ・

排気管・マフラ）を冷却するために、５分間程

度エンジンの運転を継続することをお勧め

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ＤＰＦ装置（コントロールボックス） 

ＤＰＦ内のＰＭ除去処理を行うスイッチや、 

ＤＰＦ内のＰＭ除去の状態を知らせるランプ

があります。ＤＰＦ内に堆積したＰＭの除去に

ついては、各スイッチの操作やランプ表示の

確認を行ってください。 

 

 

 

 

 

再生中ランプ 

ＤＰＦ内に一定量のＰＭが堆積したとき、 

自動再生または駐車再生の処理を開始する

と点灯（再生処理中）し、再生の処理が終了 

すると消灯（再生処理終了）する再生処理 

状態を知らせるランプです。ランプが点滅 

している場合は、ＤＰＦ内の異常を表します。

自動再生および駐車再生はできません。直ち

に購入先に連絡してください。 

 

自動再生処理を開始しても警報ブザーは 

鳴りません。 

 

 

駐車再生スイッチ 

ＰＭがＤＰＦ内に一定量堆積すると、 

再生要求ランプが点滅すると同時に、警報 

ブザーが鳴ります。その際にＰＭを除去する

ため、駐車再生処理を行うスイッチです。 

駐車再生処理を行うとき、駐車再生スイッチ

を押すと同時に、再生要求ランプが点滅から

再生禁止スイッチ 

再生中ランプ 
再生要求ランプ 

駐車再生スイッチ 

再生禁止ランプ 

ＤＰＦ 
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点灯に切り換わります。また、再生中ランプ

も点灯します。駐車再生処理が終わると、 

再生要求ランプおよび再生中ランプは消灯

します。駐車再生方法については「◆ＤＰＦ  

再生処理方法について」を参照してください。 
 

 

再生禁止スイッチ 

再生処理を禁止（停止）するスイッチです。 

納屋や倉庫など換気の悪い場所や、ＤＰＦや 

マフラおよび周辺部に発火する原因となる

燃えやすいゴミがあった場合など、一時的に

再生処理を禁止（停止）するときにスイッチ

を押してください。自動再生または駐車再生

の処理中に再生禁止スイッチを押すと、同時

に再生禁止ランプが点灯し、再生処理を停止

します。また、再度再生禁止スイッチを押す

と、再生禁止ランプが消灯すると同時に自動

再生または駐車再生の処理が可能な状態と

なります。 

 

再生禁止スイッチ「入」の状態は、エンジン

を停止すると解除されます。キースイッチを

「切」位置から「入」位置にすると、再生  

禁止スイッチは常に「切」（ランプ消灯）の 

状態です。 

 

 

◆ＤＰＦ再生処理方法について 

ＤＰＦの再生処理方法には、自動再生と駐車再

生があります。 

 

注 意 
●再生要求ランプが点滅し、警報ブザーが鳴っ

たときは、散布作業を中止し、駐車再生処理

を行ってください。 

このとき再生中ランプも点滅し、駐車再生が

できない場合は、直ちに購入先に連絡して 

ください。ＤＰＦの故障の原因となります。 

 

 

●駐車再生の警報を無視し続けると、エンジン

の出力が低下します。また、エンジン出力が

低下した状態が継続し、作業能率が低下しま

すので注意してください。 

●再生処理を行うとき、自動再生処理と駐車 

再生処理でエンジン回転数が異なりますの

で注意してください。 

●指定の純正エンジンオイル 

（ＤＨ－２ Ｄ１０Ｗ－３０）以外のエンジンオイル

を使用すると、再生処理（自動再生及び駐車

再生）を行う頻度が増加し、作業能率の低下

や燃料消費量の増加の原因となりますので、

必ず指定のエンジンオイルを使用してくだ 

さい。 

 

◆自動再生処理について 

キースイッチを「切」位置から「入」位置に  

すると、自動再生モード（「再生禁止」スイッ

チ「切」）になります。 

 

１．ＰＭが堆積すると、再生状態ランプが点灯

し自動再生を開始します。 

自動再生を開始すると、コントロールボックス

に「ＤＰＦ サイセイチュウLv１」と表示し  

ます。 
 

２．自動再生が終了すると、再生状態ランプが

消灯します。 

 

 

◆駐車再生処理について 

ＰＭがＤＰＦ内に一定量堆積したときには 

駐車再生処理を行ってください。 
 

１．ＰＭが一定量堆積すると、駐車再生ランプ

が点滅すると同時に、警報ブザーが鳴り 

ます。 

警報ブザーは駐車再生処理を開始する 

まで鳴り続けます。「再生禁止」スイッチ

で警告音、表示を消すことができます。 
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２．作業をいったん中止したあと、平坦な場所

に移動します。 

換気の悪い納屋や倉庫などへは移動しな

いでください。 
 

３．各レバー，スイッチを次記の駐車再生処理 

条件の状態にセットします。 

(1) 散布スイッチを切ります。 

(2) 前後進レバーを中立位置にします。 

(3) 駐車ブレーキがかかった状態します。 

(4) エコ作業をＯＦＦにして、ロータリボリュー 

ムを「低」状態にします。 

(5) 「再生禁止」スイッチを確認し、再生 

禁止ランプが「入」（ランプ点灯）の状態 

のときは、再生禁止スイッチを押して 

「切」（ランプ消灯）の状態にします。 

 

４．駐車再生スイッチを押すと、エンジン回転

数が上がると同時に、再生要求ランプと 

再生中ランプが「入」（ランプ点灯）状態と

なり、駐車再生処理が開始します。 

駐車再生処理を開始すると、コントロール 

ボックスに「ＤＰＦチュウシャサイセイチュウ」と

表示されます。 

 

５．駐車再生処理が終了すると、エンジン回転

数がアイドリング回転数まで下がると同時

に、駐車再生ランプと再生状態ランプが

「切」（ランプ消灯）状態に切り換わります。 

 

注 意 
駐車再生処理中に、各レバー，スイッチは触ら

ないでください。駐車再生処理条件の状態が

解除されると、駐車再生処理が途中で停止 

するため、再度駐車再生処理を行う必要が 

あります。緊急で駐車再生処理を停止したい

場合は、再生禁止スイッチを押してください。 
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再生中 再生要求 再生禁止

○ ◎ ○

消灯 点滅 消灯

ラ
ン
プ

再生中 再生要求 再生禁止

● ● ○

点灯 点灯 消灯

ラ
ン
プ

再生中 再生要求 再生禁止

○ ○ ○

消灯 消灯 消灯

ラ
ン
プ

再生中 再生要求 再生禁止

● ○ ○

点灯 消灯 消灯

ラ
ン
プ

再生中 再生要求 再生禁止

◎ ◎ 〇

点滅 点滅 消灯

ラ
ン
プ

再生禁止スイッチを利用しないときのコントロールボックスのランプ、ブザーおよび表示の主な 

関係は次の通りです。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

［通常時］ ［自動再生処理時］ 

［駐車再生処理中］ 
駐車再生スイッチ 
を押して、 
駐車再生処理を 
開始 

（
再
生
処
理
不
可
の
状
態
） 

（
※
駐
車
再
生
処
理
が
必
要
な
場
合
） 

※この状態になると再生処理はできません。 

直ちに作業を中止し、購入先に連絡してください。 

ブザーが断続して鳴る 

ブザーが断続して鳴る 

コントロールボックスに 
「ＤＰＦチュウシャサイセイ
ヒツヨウ」と表示 

コントロールボックス
にエラーコード表示 

作業を 
継続した場合 

〇 〇 〇 〇 〇 

〇 〇 

〇 

〇 

● 

● ● 

◎ 

◎ ◎ 
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１０．シートの調整    

 

シートは、取り付け部のピンを差し替えて、

前後３段階に調節できます。 
１１．コンベア速度調節レバー 

 
コンベア速度は４段階に調節ができます。

「０」は停止です。「１」→「４」の順に速くなり 

ます。 
レバーを調節する時は散布スイッチを「入」

にしてビータを回転させながら行ってくだ

さい。 
 

１２．燃料給油口 

 
使用燃料は軽油です。 
燃料タンク給油口のキャップを外して給油

してください。 
燃料タンクの容量は６０リットルです。 

注 意 
 軽油以外の燃料の使用は、エンジンの不具

合・損傷の原因となります。絶対に使用しな

いでください。 
 
１３．燃料ゲージ 

機体側面の燃料タンクカバーを開けると、燃料

ゲージが燃料タンク側面にあり燃料レベル

が見えるようになっています。給油時に燃料

がどの程度入ったか確認するのに使用して

ください。 

 
コントロールボックスの左上に表示される４目

盛りで、燃料の残量を表しています。燃料ゲ

ージが１０％以下になると最後の１目盛りが

点滅し、断続音で警告します。 
 
 
 
 
 

 

Ｅ■■■■Ｆカイテン    ０Ｈ 

サギョウ ＯＫ        
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１４．コンビネーションスイッチ、 ハイビーム 

 
◆ウインカースイッチ 
方向指示器を点滅させるときに使用します。 

 
キースイッチを「入」位置にして、旋回する側

の矢印方向スイッチを回すと、方向指示器が

点滅します。 
 
◆ホーンスイッチ 
ホーンを鳴らすときに使用します。 

 
キースイッチを「入」位置にして、ホーンスイ

ッチを押すと警報音が鳴ります。 
 

◆ライトスイッチ 
前照灯を照射するときに使用します。 

 
 
キースイッチを「入」位置にして、ライトスイッ

チを点灯側に倒すと、前照灯が点灯します。 
 
 
 
 
 

◆ハイビーム 

 
 前照灯灯火時にコントロールボックスのハイ  

ビームボタンを押すことでＨと表示され、ハイ

ビームが点灯します。夜間作業時に使用して

ください。 

 

１５．後退灯、バックブザー 

 

操向レバーを後退方向に倒すと後退灯が 

点灯し、バックブザーから断続音が鳴ります。 
 

１６．ＵＳＢソケット 

ＵＳＢソケットを標準搭載しています。電子 

機器の充電に使用してください。 

 

ＵＳＢ ＴｙｐｅＡ 上：５Ｖ １Ａ 

            下：５Ｖ ２．１Ａ 

Ｅ■■■■Ｆカイテン    ０Ｈ 

サギョウ ＯＫ        

右折 

        

左折        

前照灯 
消灯 

前照灯 
点灯 

後退灯 

バックブザー 
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作業の安全確保と、故障を未然に防ぐには、機械の状態をよく知っておくことが大切です。 
作業前の点検は、欠かさず行ってください。 

 
 
●取り外したカバー類は必ず取り付けてください。衣服が巻き込まれたりして危険です。 
●調節・整備を行うときは、必ずエンジンを停止してから行ってください。 
●エンジンが熱い間は、注油・給油は絶対にしないでください。 
やけどをするおそれがあります。 

 ●燃料補給時は、くわえタバコ・裸火照明は絶対に使用しないでください。また、燃料 
補給後は、燃料キャップを確実に締め、こぼれた燃料はきれいにふき取ってください。 
守らないと火災の原因となります。 

●点検・整備は必ずＰＴＯを切りエンジンを停止し、回転部が完全に止まってから行って 
ください。 

 
点検一覧表                                       
 

№ 項   目 内   容 
参照 
ﾍﾟｰｼﾞ 

ﾁｪｯｸ 

１ 前回使用の異常箇所 修理、補修が完全に行われているか ―  

２ 損傷・汚れ・ボルトの緩み 車体の損傷、緩み、ガタつきがないか ―  

３ クローラの張り 適正な張力 ４８  

４ エンジンオイル オイル量と汚れ、油もれはないか ４２  

５ エンジンの燃料 燃料の量は十分か、油もれはないか ４５  

６ エンジンのエアクリーナ エアクリーナフィルタの汚れはないか ４７  

７ 油圧オイル オイル量は十分か、油もれはないか ４３  

８ バッテリ バッテリ液量は十分か ４６  

９ ヒューズ ヒューズ切れはないか ５０  

１０ コンベアチェンの張り 張りは適正か、張り代に余裕はあるか ４８  

１１ 各部への注油・グリスアップ 各部への給油は十分か ５５  

１２ 散布スイッチ 停止、回転の作動確認 １７  

１３ 左右の操向レバー スムーズな作動をするか １７ 

４９ 
 

１４ 保安部品 灯火は正常か、エラーは出ないか ３３  

 

点  検  メ  モ 

 
 

 

警 告 
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１．新車の取扱い 
新車は、使用時間５０時間までの取り扱いが 

大変重要です。この時期以後の自走式マニア

スプレッダの寿命、性能に大きく影響します。 
 
◆最初の５０時間目の手入れ 
エンジンオイルを交換してください。 
（オイル型式：ＤＨ－２ Ｄ１０Ｗ－３０） 

◆最初の５０時間までの取扱い 
①重作業、急発進、急ブレーキなどは避けて

ならし運転をしてください。無理な作業を

すると摩耗を早めます。 
②コンベアチェンの張り具合を確認、調節を 

行ってください。 
◆作業する前に 

①空ふかしはやめてください。 
②ボルト、電気配線などのゆるみ、油もれの 
確認、その他不良はないか確認してくだ 

さい。 
 
２．走行順序 
 
 
●発進するときは周囲の安全を確かめて 

発進してください。 
●作業中および移動時は、安全のために 
ヘルメットをかぶりシートベルトを着 
用してください。 

●作業者の他に人を乗せないでください。 
●狭い農道や傾斜地、路肩に草が生い茂 
っている所は路肩に充分注意してスピー 
ドを落として走行してください。 

  
① 操向レバーを中立（Ｎ）位置にします。 
② 散布スイッチを「切」にします。 
③ キースイッチを「ＯＮ」位置にして駐車ブレー

キがかかっていることを確認してから、 

キースイッチを「ＳＴ」位置にしてエンジンを

始動します。 
 

④副変速スイッチを「高速」「低速」のいずれか

にします。 
現場の状況や積載重量に合わせて、速度を 

決定してください。 
⑤エコ作業モード ON もしくはロータリボリューム

を回してエンジン回転を上げます。 
⑥操向レバーを操作すると走行します。 
 
注 意 
●キースイッチを「ＳＴ」にし、セルスタータを回し

て１０秒たっても始動しない時は、一旦キー 

スイッチを「ＯＦＦ」にして３０秒ほど休止して

からエンジンを再始動してください。１５秒

以上のセルスタータを連続して使用すると、

故障の原因になります。 
●エンジン回転中はキーを「ＳＴ」位置にしない

でください。セルモータが破損します。 
 
３．停止順序 
① 駐車ブレーキランプが消灯している場合は

駐車ブレーキスイッチを押し、駐車ブレーキ 

ランプを点灯させてください。 
② 操向レバーを中立（Ｎ）位置にします。 
（自動で駐車ブレーキがかかります） 

④ エコ作業モード OFF もしくはロータリボリュー

ムを回し、エンジン回転数を下げます。 
⑤ キースイッチを「ＯＦＦ」にします。 
 
注 意 
●停止後は必ずキースイッチを切り、キーを 

抜いてください。 
キースイッチを入れたままにしておくと、バッ

テリ上がりの原因になります。 
 

 
傾斜地の停車ではエンジン停止後、下側の 
クローラと地面の間に車止めをしてくだ 
さい。 
さもないと機械が動き出し、思わぬ事故に 
つながる可能性があります。 

 注 意 

 警 告 
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４．トラックへの積み込み・降ろし 
長距離の移動はトラックで行いますが、積み

込み・降ろしの際は次の要領で行ってくだ 

さい。 
思わぬ事故につながることがありますので

積み込み、降ろしとも充分に注意してくだ 

さい。 
 
 
●積み込み・降ろしの場所は、周囲に危険 
物のない、平坦で安定した場所を選んで 
ください。 

 ●アユミ板のフックを荷台に段差のない 
ように確実にかけてください。 

 ●周囲は機械が不意に動いたときに危険 
ですので立たないでください。 

 ●操向レバーを操作して、アユミ板の上で 
進路変更を絶対に行わないでください。 
クローラがアユミ板から外れて、 
転倒するおそれがあります。 

 ●アユミ板とトラックの継ぎ目を越える時 
  は、急に重心が変わりますので充分に 
  注意してください。 
  特に、スピードの速いときには転倒の 

おそれがありますので、必ず遅いスピー 
ドで行ってください。 

 
 
① トラックおよびトレーラへの積み込み・  

降ろしは平坦地を選び、補助者１名の立ち

合いのもとで行ってください。 
② 積み込み・降ろしに使用するアユミ板は、

滑り止めの加工のある、３０００ｋｇ以上の荷重

に耐えられるものを使用し、地面との傾斜

角度が１ ５度以内になる長さのものを  

ご使用ください。 
③ アユミ板のフック部をトラックの荷台部に

確実にかけて、外れないことを確認して 

から本機を降ろしてください。 
 

④ 積み込み、降ろしの時の変速レバーは「低

速」に入れ、最低速度で安全運転をしなが

ら行ってください。 
⑤ トラックおよびトレーラへの積み込みは、 

必ず、前進走行で行ってください。 
 

 
 
 
５．トラックおよびトレーラでの運搬 
 
 
丈夫なロープをクローラ上部の「ロープ 

フック」にかけ、確実に固定して、自走マニ 

アスプレッダの駐車ブレーキを掛けてくだ 
さい。 
守らないと、トラックの急ブレーキをかけ 
た時などに荷台から自走マニアスプレッダ 

が転落するおそれがあります。 

 

 

 
自走マニアスプレッダを運搬するときは、積載

量４．０ｔ以上で十分な広さを有するトラック

またはトレーラを使用し、運転時には坂道や

カーブに注意して、安全な速度を厳守して 

ください。 
 燃料満載時の本機の機体重量は２，９００ｋｇ 

です。 
 

 警 告 

 警 告 
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６．旋回するときは       
旋回するときは、速度を十分に落とし複数回

に分けて大回りで旋回するようにしてくだ

さい。 
注 意 
●特に副変速「高」のときや、積載状態での  

急旋回はしないでください。クローラ外れの 

原因や、テンリンの摩耗を早めることに繋が

ります。 
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１．作業手順と要点                                  
◆エコ作業モード 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ビータが滑らかに回転し、 
異音がないことを確認する 

副変速の高速モードを「切」に

し低速にする 
 

準備 

散布 

散布スイッチを入れる 

エンジンを始動 

散布表を参考に、 
希望の量の位置へ調節する コンベア速度を決める 

高速ランプが消灯した状態 

堆肥を積み込み、      

散布開始位置へ移動 
積み込みの項を参照 

散布スイッチを入れ、 
散布を開始する 

周囲の安全を確認すること 
散布スイッチを入れるとエンジン

回転数が設定値まで上昇する 

操向レバーをゆっくり前に 
倒して発進する 

コーナー部はできるだけ

ゆるやかに旋回する 
ほ場をいためないように 

作業を行う 

急発進はしない 

エコ作業モードのＬＥＤが点灯 
している状態でエンジン始動する 
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◆エコ作業モード以外 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ビータが滑らかに回転し、 
異音がないことを確認する 

副変速の高速モードを「切」にし 
低速にする 

準備 

散布 

散布スイッチを入れる 

エンジンを始動 

散布表を参考に、 
希望の量の位置へ調節する コンベア速度を決める 

高速ランプが消灯した状態 

堆肥を積み込み、      

散布開始位置へ移動 
積み込みの項を参照 

エンジン回転数を上げる 

散布スイッチを入れ、 
散布を開始する 

周囲の安全を確認し、 
散布スイッチは静かに操作する 

操向レバーをゆっくり前に 
倒して発進する 

コーナー部はできるだけ

ゆるやかに旋回する 
ほ場をいためないように 

作業を行う 

急発進はしない 

エコ作業モードＯＦＦの場合、 
始動時はロータリボリュームを 
「低」位置にする 
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２．堆肥の積み込み 
 
 
●堆肥に石や木片が混入すると危険です。 

積み込み時には十分注意してください。 
●本機の積載量は３，０００ｋｇです。規定以上 
の積み込みを行うと、機械の破損だけで 
なく、安全走行・作業が行えません。 
十分注意してください。 

 

 
 
①堆肥を荷台に積み込む場合には、前方から 

後方の順に積み込むと、堆肥がほぐれやすく

なります。また、積み込み高さは、ビータの

作用高さまでとしてください。 
それ以上の積み込みは、堆肥のこぼれや散布

ムラ、機械故障の原因となります。また、  

ワラ入り未完熟堆肥のような負荷の大きい

堆肥を散布する時は、積み込み量を若干少な

くするようにしてください。 
 

②堆肥の積み込みは、本機を水平な場所に移動

し、エンジンを停止してから行ってください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３．散布量の調節 

 

堆肥の散布量は、送りコンベア速度と車速

（作業速度）とで調節します。 
コンベア速度は、コンベア速度調節レバーで

４段階に調節できます。 
上表の散布量表は、エンジンを「全開」、副変

速は「低」にして操向レバーを前進最大に 

して行ったときの理論散布量を示します。 
  
注 意 
●コンベア速度はむやみに速くすると、エンジ

ンや堆肥の送り機構に無理な力がかかり 

ます。 
特に生わらや水分の多い未完熟堆肥等は、 

コンベア速度を「２」以下で使用してくだ 

さい。 
●散布表はあくまでも目安としてください。 

堆肥の状態により散布量は異なってきます

ので、実際の散布量を見て調節してください。 
 
 
  
回転中のビータ・コンベアバー・コンベア 

チェンに巻き込まれると重傷を負います。 
手や足で絶対に触れないようにしてくだ 
さい。 

 
 
 
 

 警 告 

 警 告 
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４．散布方法 

     

散布方法は、ほ場の中央部より外側に向かっ

て散布します。 
中心部は往復散布、ほ場の外側は廻り散布を

行うと能率的に散布でき、クローラへの堆肥

付着も少なくてすみます。 
注 意 
●散布は副変速「低」で行ってください。 
●傾斜地では、作業に十分注意して安全速度で

行ってください。 
 
 
 ●散布作業は、周囲に人がいないか十分 

に確認してから行ってください。 
 ●散布中は、堆肥中に混入した小石など 

が前方へ飛散する場合がありますので 
決して荷箱内へ顔を出さないでくだ 
さい。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

５．ディスクの角度調整 
散布部のディスクは角度を３段階調整でき

ます。散布幅、散布跡の厚さ調整が可能です。 
ショウコウレバーで穴位置を合わせリンチピン

で固定してください。ディスクの角度を下向

きにすると幅狭・厚撒き、上向きにすると 

幅広・薄撒きとなります。 

 
６．散布幅規制 
畔際等で、散布幅を規制するときに使用しま

す。ディスクガイドとガイドプレートの穴を希望

の位置で合わせ、リベットピンおよびアールピン

で固定してください。５段階に調整が可能 

です。 

 
 

        

 

 

 

ショウコウレバー 

 注 意 

機体左側  ディスクの上下   機体右側 
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１．エンジンの点検・調整 
※エンジンについては別冊の「エンジン取扱 

説明書」も必ずお読みいただき、日常の点検・

整備には万全の注意を払ってください。 
 
２．エンジンオイルの点検および交換 
オイルの交換は、温まっている状態で行って

ください。古いオイルの排出が容易です。 
オイルは指定のオイルを使用してください。

また、オイル交換は水平な場所で行ってくだ

さい。 
 
◆エンジンオイル量の点検 
 

    

①ドレンプラグを外し、古いオイルを完全に排出

します。 
②ドレンプラグを綺麗に洗い、確実に締めます。 
③エンジンオイル９.７Ｌ（ＤＨ－２ Ｄ１０Ｗ－３０）を

給油してください。 
④新しいオイルが規定量まで入っているか 

確認してください。 

 
 

 

エンジンオイルは指定のものを使用してくだ

さい。 
こぼれたエンジンオイルは必ず拭き取って 
ください。 
 ●エンジンオイル交換 

  初 回   ： ５０時間目 
  以 後   ： １００時間ごと 

指定オイル ： ＤＨ－２ Ｄ１０Ｗ－３０ 
  オイル容量 ： ９．７Ｌ（ハイレベル） 
 
 
 
熱いオイルが体にかかると火傷する 
おそれがありますので、十分に注意して 
ください。 

 
◆オイルフィルタカートリッジ 
エンジンオイルを排出した状態でフィルタカー

トリッジを外します。 

新しいカートリッジのシール部にオイルを薄く

塗り、手でカートリッジを充分に締め付けます。 
２００時間毎に新しいフィルタと交換して 

ください。 
 
  ●オイルフィルタ交換 

２００時間毎 
 
注 意 
カートリッジを交換した時は、エンジンオイルが

少なくなりますので、オイルゲージでオイル

量を必ず確認し、規定油面まで補給してくだ

さい。 
オイルフィルタ同時交換時はエンジンオイル  

９.９Ｌ（ＤＨ－２ Ｄ１０Ｗ－３０）を給油してくだ

さい。 

しばらく運転した後、シール面からの油もれ

がないかを確認してください。 
 

 
 

 注 意 
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 エンジン停止直後はマフラやマフラカバー、 

ラジエータ、配管、ポンプ、モータ、エンジン 
本体、冷却水およびエンジンオイルが熱く  
なっています。手や肌が触れると、やけど 
の危険があります。 
オイルの点検、補給、オイルやオイルフィル 

タカートリッジの交換は、安全な温度まで 
下がった状態で作業してください。 
 

３．油圧オイル 
オイル量がゲージの中央まであることを 

確認してください。不足している場合は給油

してください。油圧オイルの冷えているとき

に確認してください。 
給油の際は、オイル量の上限がステッカーを

超えないように注意してください。 
油圧オイルが急に不足した場合は、油もれを

点検してください。給油時は絶対にゴミを 

入れないよう注意してください。 
注 意 
ステッカー以上にオイルを入れると傾斜地

などでオイルが漏れ出る可能性があります。 

  
 ●油圧オイル交換 

  初 回  ：１００時間目 
  以 後  ：５００時間ごと 
        昭和シェル ステラオイル 
  指定作動油：ＶＧ４６ 
  オイル容量：全量約５０Ｌ 
       （タンクのみ７０Ｌ） 
 
４．オイルフィルタ 
油圧オイルタンク内のサクションフィルタおよび

油圧オイルタンク外のラインフィルタを指定時間

ごとに清掃または交換してください。 
サクションフィルタの清掃または交換時は、 

作動油を抜いてからタンク前側のボルト留め

部を外してサクションフィルタを取り出して 

ください。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  
●サクションフィルタの交換 

初 回     ：１００時間目 
以 後     ：５００時間ごと 
サクションフィルタ：大生工業㈱  

ＳＦＴ－０８－１５０Ｗ 
品番 ：２８１０２－７６５４－０００ 
 

●ラインフィルタの交換 

初 回     ：１００時間目 
以 後     ：５００時間ごと 

または確認窓内部が赤に 
変色したとき 

ラインフィルタ   ：大生工業㈱  
(予備エレメント)    ３５１－Ｂ－０８－１０Ｕ 
          品番 :４７２３８－３６５１－０００ 

 

５．油圧ホース 
油圧ホースに亀裂、局部的なふくらみがない 
か、ホース口金具に損傷や緩みがないか確認

してください。 
 ●油圧ホース交換 

２年毎 
 
 
ホースを外す場合には、必ずエンジンを 
停止してから行ってください。 
守らないと、高温高圧油によりけがをする 
危険性があります。 

 

 注 意 

 注 意 

 

   

 

サクションフィルタ 
(タンク内部) 

ラインフィルタ 

 
確認窓 
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６．ラジエータの点検 
 
 
ラジエータキャップはエンジン運転中または 
停止直後に開けると熱湯が噴出し、火傷を 
する危険性がありますので、エンジン停止 
後３０分以上経過し冷却水が冷えてから 
開けるようにしてください。 

 

◆冷却水の交換 
①ラジエータの排水コックを緩め、ラジエータ 

キャップを開いて冷却水を排出します。 
排水が終了したら排出コックを締めて冷却

水を入れます。冷却水の容量は３.７リットルです。 
②ご購入の時点で不凍液が入っていますので、

－２５℃まで凍結しません。 
冷却水の交換時、水道水など真水だけを使用

すると、冬期間に凍って、ラジエータやシリン

ダブロックなどを破損させるおそれがあり 

ます。パーマネントタイプを利用し、水道水と

混合してください。 
混合率はメーカーにより異なりますので、 
メーカーの注意に従ってください。 

 
注 意 
不凍液には防錆剤が入っています。種類の 

異なる不凍液や防錆剤は混合しないでくだ

さい。 
混合するとスラッジが発生して、エンジン各

部に悪影響を与えます。また、不凍液の有効

使用期限は２年です。 
期限を過ぎると、防錆効果が次第に悪くなり

ます。 

◆ラジエータの点検について 
ラジエータのフィンにゴミ等が詰まると冷却

効率が悪くなりエンジンのオーバヒートに 

繋がります。 
ラジエータのつまりがないかを定期的に点検

清掃を実施してください。 

 
●点検方法  

フィルタを外して、ラジエータのフィンの 

詰まりを確認してください 
 
注 意 
ヘラやドライバーなどの固いものでフィンを

清掃しないでください。特殊フィンを傷めラ

ジエータの機能をなくす原因になります。フ

ィンの奥の方は圧縮空気で清掃してくださ

い。 
 
◆ラジエータホースの点検 

ラジエータホースの締め付け点検は、約１５０ 

時間運転毎に、または６ヶ月毎に行ってくだ

さい。 
①締め付けバンドが緩んでいる場合は、ネジ部

にオイルを塗布して確実に締め付けてくだ

さい。 
②ラジエータホースはゴム製品ですので、使用し

なくても老化する消耗品です。２年毎に新品

と交換してください。なお、その際に締め 

付けバンドも新品と交換して確実に締め 

付けてください。 
 
 

 注 意 
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７．燃料について 
本機で使用する燃料は軽油です。 
燃料は非常に燃えやすく危険です。 
取扱いには充分注意してください。 

 
 
●燃料の補給、燃料フィルタの清掃・ 
交換・燃料パイプの交換など燃料系統の 
整備時は必ずエンジンを停止して、 
くわえタバコや火気の近くで作業しない 
でください。 

 ●上記燃料系統の整備時は、風通しの良い 
広い場所で行ってください。 

 ●こぼれた燃料が高温部で着火する可能性 
のある場合は、エンジンが冷えてから 
作業してください。 

 ●こぼれた燃料はいつもきれいに清掃して 

ください。 

 

 

◆燃料の補給 
スタンドでは全国の地域別、季節別の軽油 

使用ガイドラインに基づき、地域、季節に見合

った種類の軽油が販売されています。 
季節をまたいで使用する場合は、特に問題と

なりますのでご注意ください。 
軽油のＪＩＳ改正により、夏期および暖地向け

として特１号軽油が追加になりました。この

軽油は成分中に含まれるパラフィン分が多く、

気温が５℃以下になると燃料中にワックス

が発生し、流動性が悪くなります。このため、

エンジンの始動が困難になったり、始動して

も運転が継続できなくなりますので、次の 

内容に注意してください。 
 
 
 
 
 
 

 
 
燃料タンクと油圧オイルタンクを間違え 
ないよう注意してください。       

誤って入れると故障の原因となります。 

  

 
 
◆給油タンク置台 
燃料タンクカバーを開けると給油タンク  

置台として使用できます。給油タンク置台の

最大耐荷重は２０ｋｇです。 

 
 
注 意 
●軽油を購入する際は、何号軽油か、いつまで

使用可能か購入先で必ず確認し、容器に明記

してください。 
●季節をまたいで使用するもの、ドラム缶など

で大量に購入するときは、冬期に購入する 

など、あらかじめ最低使用温度に合った燃料

を購入してください。 
●夏期に軽油を購入する場合は、最低必要限度

を購入してください。 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 注 意 

 注 意 

燃料タンク        油圧オイルタンク 
(軽油)      (VG46) 
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◆温度と使用する軽油の種類 
軽油は次表の流動点以下になると流れが 

悪くなります。 
軽油の種類 

特 
１号 

１号 ２号 ３号 
特 
３号 

流動点（℃） ＋５ －５ －１０ －２０ －３０ 

 
例えば、作業する時の最低気温が－８℃なら

ば、２号軽油（または３号か特３号）を使用 

します。 
２号軽油は上表より－１０℃まで使用でき 

ます。 
 
◆燃料フィルタ 
燃料フィルタは、６００時間毎に交換してくだ

さい。 
 ●燃料フィルタ交換 

燃料フィルタ ６００時間毎 
 
●燃料フィルタ交換要領 

 

①燃料を受ける適当な容器を、燃料フィルタ

の下に用意してください。 

②ホースのクリップを外し、燃料フィルタ 

からホースを外します。 
③ホルダーからフィルタを取り外してくだ

さい。 
④新しいフィルタをホルダーに取り付けて

ください。 
⑤新しいフィルタ両側にホースを付け、クリ

ップで固定します。 
 

注 意 
取り付ける時は、チリやホコリが付着しない

ように注意してください。燃料内にチリや 

ホコリなどが混入すると、燃料噴射ポンプや

ノズルが摩耗します。 
 
◆燃料パイプの点検 
燃料パイプの締め付け点検は５０時間使用毎、

または６ヶ月毎に行ってください。 
①締め付けバンドが緩んでいる場合は、ネジ部

にオイルを塗布して確実に締め付けます。 
②燃料パイプや締め付けバンドが傷んでいた

り、燃料パイプがきっちりおさまっていない

場合は早めに交換、または補修してください。 
③燃料パイプはゴム製品で、使わなくても老化

する消耗品です。２年ごとに新品と交換して

ください。 
なお、交換の際には締め付けバンドも新品に

交換し確実に締め付けてください。 
注 意 
パイプを外した時は、ゴミが入らないように

パイプ両側に清潔な布、または紙類で栓を 

してください。 
ゴミが入ると、燃料噴射ポンプが作動不良に

なります。 
 
８．バッテリの液量 

 
 

バッテリの電解液中の水は、蒸発して減少し

ます。液面が、ＬＯＷＥＲ ＬＥＶＥＬ（下限）と 

ＵＰＰＥＲ ＬＥＶＥＬ（上限）の間にあれば適正 

です。少ない時は、蒸留水またはバッテリ 

補充液を補給してください。 
●指定バッテリ 

ＪＩＳ１１５Ｄ３１Ｒ 

 ホルダー 

フィルタ 
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●バッテリからバッテリケーブルを外す時 
は（－）側から外し、取り付ける時は、 
（＋）側から行ってください。 
逆にすると、工具がマニアスプレッダ 
本体に当たった場合に、ショートして 
火花が生じ危険です。 

 

 ●バッテリにケーブルを接続するときは 

（＋）と（－）を間違えないようにして 

ください。 

  もし間違うと、バッテリや電装品を破損 

させます。 

●バッテリ液は過不足がないようにして 

ください。 

多いと液があふれてマニアスプレッダ 

本体を腐食させ、少ないと、バッテリの 

極板が破損し、寿命が短くなります。 

●冬期間は充電不足にならないように 

注意してください。 

  放電ぎみの場合、電解液が凍り、バッテ 

リ本体を破損させる場合があります。 

●長期間マニアスプレッダを使用しない場合 

は１～２ヶ月に１度は補充してください。 

定期的に比重を測定し、バッテリの状態 

を確認してください。 

比重が１．２２～１．２８あれば正常です。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
バッテリは引火性ガスを発生しますので、 
取扱いを誤ると爆発や大けがをすること 
があります。 

（特に保守、点検、充電、ブースターケーブル 

使用時には危険のないように取扱ってくだ 
さい。） 
●火気厳禁 

  ・・・ショートやスパーク、タバコなど 
の火気を近づけないでください。 

    ⇒ 爆発 
●通風のよい所で 

  ・・・締めきった場所での使用や充電は 
危険です。      ⇒ 爆発 

●バッテリ液は希硫酸 

  ・・・皮膚、目、衣服につくと危険です。 
        ⇒ やけど、失明 

 ≪応急手当≫ 
 ●皮膚、衣服についた時は、多量の水で 

洗い流してください。 
 ●目についた時は、ただちに多量の水で 

洗い、医療機関を受診してください。 
 
 
９．エアクリーナの点検 
①乾式エレメントを使用していますのでオイル

を入れないでください。 
②普通の場所では１週間に１回、特にチリや 

ホコリの多い場所では毎日バキュエータ  

バルブを開いて大きなゴミを取り除いて 

ください。 
③エレメントは、清掃をする時以外は不要に  

さわらないでください。 
④エレメントの清掃は、エレメントに貼り付けて 

いる注意を参照のうえ、行ってください。 
⑤エレメントは１年毎または、６回清掃後に交換

してください。 
 

 注 意  危 険 
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注 意 
エレメントカバー締め付け用クランプは、確実 
に締め付けてください。締め付けが不十分で 
すと、ゴミなどを吸い込んでエンジン内部の 
摩耗を早め、出力不十分になります。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
１０．クローラの点検 
 

 
 
クローラの緩み、傷がないか確認してくだ 

さい。 
テンションスプリング端のナットＭ２０を締めて 

テンションを張ってください。 
テンションの目安は、テンションバネのバネ長が

２１０ｍｍです。 
 
 
 

 
 
●クローラの点検、調整を行う時は必ず 
エンジンを停止してください。 

●クローラを浮かして点検、調整を行う 
時は、機体の下に入ったり、クローラの 
下およびクローラと遊動輪の間に手足を 
入れないでください。 
 

注 意 
●クローラのテンションが緩いとスプロケット歯

飛び、クローラ脱輪が起きやすくなります。 
また、張りすぎると馬力損失、クローラ切断

の原因となります。 
●調整は平坦地を選び、エンジンを停止して 

から行ってください。 
●調整後ロックナットは確実に締め込んでください。 

●調整後、ボルトのネジ部にグリスを塗布して

おくと、錆の発生を防ぎ以降の調整が容易と

なります。 
●作業中、クローラ内接面に土が多量に付着 

した場合は、都度エンジンを停止し除去して

ください。 
また、使用後は付着した土を水洗い除去して

ください。 
土噛みは放置しておくと、クローラの異常 

張力の原因となり走行部の損傷をまねきます。 
 
１１．コンベアチェンの張り調節 
床送りのコンベアチェンは、長期間使用すると

伸びが生じます。 
作業前に張り具合が規定通りかどうかチェ

ックし、伸びている場合は、機体の前方に 

あるコンベアチェン張り用のバネで調節して

ください。バネ長は５２ｍｍです。    

 

 

 警 告 

エレメント(インナー) 

エレメント(アウター) 

 

 

締め付け用クランプ 
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注 意 
使用初期のころは、スプロケットとコンベアチェ

ンのなじみが悪く、いきなり使用するとコン

ベアチェンが切れる場合がありますので３～ 

４分ならし運転をし、一度コンベアチェンの 

張りを点検してから使用してください。 
 

１２．コンベア送り機構部の調節 

 
コンベアの送り速度がばらついたり、機構部

の部品を交換したときは、コンベア送りの 

コントロールワイヤを次の要領で調節してくだ

さい。 
①ビータを手で回して、レギュレーションロッドが

「引き」から「押し」に変わる支点位置にし 

ます。 
②オクリヅメとラチェットカムアームとの間隔が 

０～０．５ｍｍとなるように、ラチェットカムアー

ムの位置をワイヤケーブルのナットで調整 

してください。 
 
１３．操向レバーの調整 
直進性を調整するときに行います。 

 
 

操向レバーをいっぱいに倒した時に直進 

するようストップスクリューで調整します。ストッ

プスクリューをねじ込むと速度が遅くなり 

ます。 
注 意 
むやみにストップスクリューを緩めると速度が

上がり危険です。 
 

１４. ビータカバーの開閉 
ビータ部の掃除時には、カバーを開けると 

作業しやすくなります。 
 

◆ビータカバーを開けるとき 

①機体左側のフックを解除した状態にしてくだ

さい。 
②機体右下側のフックを解除した状態でビータ

カバーを持ち上げてください。 
③ビータカバー上側のフックが掛かったことを

確認して手を離してください。 

 
◆ビータカバーを閉めるとき 

①ビータカバー上側のフックを解除してくだ 

さい。 
②ビータカバーを降ろしてください。 
③機体両側のフックが掛かったことを確認 

してください。 

 
 

     

 

 

 

 

    

 

 

 

オクリツメ 

モドリツメ 

 

機体左側         ビータカバー上側 
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１５．電気の各配線コード、 
各ヒューズの点検・交換 

 
 
配線コード被覆の損傷やコネクタ（端子）の 

接触不良による漏電や、ショート（短絡）は 

火災の原因となります。 

 

◆各配線コードの点検・交換 
各配線コードのコネクタ（端子）の接続状態

を点検し、緩みや外れがあるときは確実に差し

込んでください。また、被覆の損傷状態を点検

し、被覆が破れているときは、購入先へ連絡  

して修理を依頼してください。 

 

◆各ヒューズの交換 

ヒューズ切れによる異常が発生したときは、

ヒューズを交換してください。 
 

注 意 

・新しいヒューズは必ず指定容量のヒューズ

を使用してください。異なる容量のヒューズ

を使用すると故障の原因となります。 
・ヒューズを交換してもすぐ切れてしまう 

場合は、針金や銀紙などで代用せず、購入先

へ連絡して修理を依頼してください。 
 

補 足 

ヒューズを交換するときは、ヒューズボックス 

のカバーに設置しているヒューズプーラ(ヒュー 

ズ抜き)を使用してください。 

        

１．ヒューズボックスのカバーを外します。 

２．切れたヒューズを外します。 

３．ヒューズが切れた箇所に同じ容量の 

ヒューズを取り付けます。 

４．ヒューズボックスのカバーを取り付け 

ます。 

 

●運転席前方（ヒューズボックス１、２） 

 
・ヒューズボックス１ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 警 告 

ヒューズボックス２ 

ヒューズプーラ 

ヒューズボックス１ 
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・ヒューズボックス２ 

       

 
ヒューズホルダー（コントロールボックス） 

コントロールボックスの電源を入れても画面が

表示されない場合は、ブレードヒューズ(１５Ａ)

が切れていないか確認してください。 

予備ヒューズはヒューズボックス１にあります。 
 

ゲート(オプション)ヒューズ 

ゲート(オプション)が開閉しない場合は、ブレ

ードヒューズ(５Ａ)が切れていないか確認して

ください。 

 

●運転席下部（ヒューズボックス３） 

運転席の座席の下にあります。 

運転席を前方に倒したあと、ノブボルト（３箇

所）を取り外し、運転席下部のカバーを取り

外してください。交換後は、運転席下部の

カバーを取り付けてください。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

・ヒューズボックス３ 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

 
予備ヒューズはヒューズボックス１にあります。 

 

●運転席左（ヒューズボックス４） 

運転席の左側面にあるカバーを開けてくだ

さい。カバー内で左方向を見るとヒューズボッ

クス４があります。 
 

 
 

・ヒューズボックス４ 
エンジンのセンサを保護するブレードヒュー

ズ（５Ａ）です。 
予備ヒューズはヒューズボックス１にあります。 

 
 
 
 

ノブボルト 

Ｂ 

Ｃ 

Ｄ 

Ａ 

コントロールボックスヒューズ（１５Ａ） 

ゲート（オプション）ヒューズ（５Ａ） 

ヒューズボックス４（５Ａ） 

カバー 
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１６．各種リレー１ 
各種リレー１はヒューズボックス３の下に

位置し、運転席の座席の下のカバーを外すと

確認できます。 
各種リレーのコネクタ差し込みが不十分な

場合は、ロックがかかるところまで差し込む

か、ロックがない場合リピートタイで抜け 

止めをしてください。 
 
メインリレーはキースイッチが「入」位置の際、

バッテリからコントロールボックスとエンジン

に電源を供給します。 
 
スタータリレーはエンジンの始動に使用し 

ます。 
 
グローリレーはエンジン始動時に「予熱」が 

必要な際に、エンジンのグロープラグに電源

を供給します。  
 
オイルクーラリレーは、キースイッチが「ＯＮ」

の際に、オイルクーラを作動させます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１７．各種リレー２ 

 

 
 
各種リレー２は、運転席前方のＭ８ボルト４本

で固定されたカバーを外すと確認できます。 
各種リレー２のコネクタ差し込みが不十分

な場合はロックがかかるところまで差し 

込んでください。 
 
安全始動リレーはエンジン始動条件（中立 

スイッチ「ＯＮ」、自動駐車ブレーキ「ＯＮ」、

散布スイッチ「ＯＦＦ」）を満たした場合のみ、

エンジンが始動できる様にしています。 

 
H／L 切替リレーは、前照灯が「入」の条件

を満たした場合のみハイビームが点灯する 

ようにしています。 
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１８．ブザーの音量  
コントロールボックス内部にブザー音量の調整

ダイヤルを装備しています。前面の４箇所の

ネジを外してフタを開けます。 
 

 

プラスドライバーでダイヤルを調整してくだ 

さい。時計回りにダイヤルを回すと、音量が

大きくなります。出荷時は音量最大になって

います。 
注 意 

・コントロールボックスを閉じる際は配線を挟ん

でいないことを確認してから閉じてくだ 

さい。 
 
１９．長期格納時の手入れ          
長期格納時は、次のことを行って本機を保管

してください。 
 
●洗車して、付着した堆肥や埃などを落とし、

異物を取り除いてください。特に荷箱、  

足回りは念入りに洗車してください。 
●乾燥後は、各回転部、摺動部には十分注油し、

錆びないようにしてください。 
●塗装の剝がれた部分には、補修塗料等を塗り

錆が出ないようにしてください。 
●各部のボルト、ナットが緩んでいないかを 

確認し、緩んでいるときには締めてください。 
●エンジンの燃料タンクから軽油を完全に 

抜いてください。また、燃料パイプ等に残っ

た軽油はエンジンを始動し使い切ってくだ

さい。 

●バッテリはできるだけ機体から取り外し 

充電したうえで、日光の当たらない乾燥した

ところに保管してください。やむを得ず、 

本機に取り付けたまま保管するときは、必ず

アース側（マイナス側）を外してください。 
●給油箇所には注油あるいはグリスアップを 

してください。 
●格納する場所は、雨や埃のかからない屋内に

保管してください。 
●格納は、平坦な場所で保管してください。 
●ラジエータの冷却水は冬期の凍結割れ防止の

ため排水するか、不凍液を水に混ぜて入れて

ください。 
 
２０．使用済廃棄物の処分について         
機械の廃油等廃棄物をむやみに捨てると 

環境汚染になります。 
機械から廃油を抜く場合は、容器に受けて 

ください。地面への垂れ流しや川、沼への 

廃棄は絶対にしないでください。廃油・燃料・

フィルタ・バッテリ・その他有害物を捨てる

ときには、販売店、または産業廃棄物処理 

業者に依頼してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ブザー音量調整ダイヤル 
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２１．センサの調整 
◆中立スイッチ 

次図のようにハーネスを接続してください。

使用しない端子がありますので、間違えて 

接続しないようにしてください。 
左右対称なので線をどちらにつなげても構い

ません。 

 

◆ゲートＳＷ（オプションのゲート使用時） 

 

 

オプションのゲートを使用する場合はゲート 

ＳＷを次の手順で調整し、コントロールボックス

の設定を変更します。 
 

①Ｍ１０の押しボルトの出代を２６ｍｍで固定し

ます。 

②ゲートを完全に開けてください。 
③ナット２０を緩めてください。 

④コントロールボックスの入力チェックモードに 

入り、「ゲート ＳＷ」を表示します。 

⑤ゲートＳＷがスイッチカナグに押されて反応 

した位置から２回転（３ｍｍ）押しこみ、 

ナット２０で固定してください。 

⑥コントロールボックスの設定モードに入り、「５．

ゲート キノウ」をＯＮにします。 

 

 
 

◆操向レバーポテンショメータ左右 

ポテンショメータの交換時は、ポテンショメータ 

の軸を回し、スペーサと長穴の向きを揃え

て、軸を長穴に差し込んでください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ゲートＳＷ 
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◆燃料タンク満タン位置の設定 
①機体を水平な状態にしてください。 
②燃料タンクの上限位置（燃料ゲージを確認）

まで燃料を入れた状態でコントロールボックス

の入力チェックモードに入ってください。 
③コントロールボックスに表示された「ネンリョウ 

デンアツ」の値を記録してください。 
④設定モードに入り「ネンリョウケイ マンタンイチ」

の値を、③で記録した値に変更してください。 

 

◆燃料タンク空位置の設定 
①機体を水平な状態にしてください。 
②燃料タンクが完全に空の状態でコントロール

ボックスの入力チェックモードに入ってくだ 

さい。 
③コントロールボックスに表示された「ネンリョウ 

デンアツ」の値を記録してください。 
④設定モードに入り「ネンリョウケイ カライチ」の

値を、③で記録した値に変更してください。 
 
燃料タンク満タン位置、空位置は基本的に 

初期値（１．６２Ｖ、３．３３Ｖ）から変える必要は

ありません。 
 
 
 

 
２２．各部への注油・グリスアップ                             
主な給油箇所を下図に示します。 

 指定時間毎に注油、グリスアップを行ってください。 

   
注 意 
作業条件が悪い場合や、連続作業で稼動時間が長いときは指定時間より早めに注油、 

  グリスアップをおこなってください。 

上限位置 
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１．不調診断 
 

不 調 内 容 診  断 処  置 
参 照 
ﾍﾟｰｼﾞ 

●スターティングモータが 

回転しない 

●バッテリが放電している 

●電気配線の断線 

 

●コネクタの接触不良 

 

●操向スイッチが中立（Ｎ）に 

なっていない 

●散布スイッチがＯＮに 

なっている 

●自動駐車ブレーキがＯＦＦに 

なっている 

●スターティングモータの不良 

●キースイッチの不良 

●充電する 

●スタータの端子接続確認 

(バッテリの―端子を外すこと) 

●スタータリレー、安全始動リレーの

コネクタの抜けを確認 

●中立（Ｎ）にする 

 

●散布スイッチをＯＦＦにする 

 

●自動駐車ブレーキＯＮにする 

 

●修理または交換する 

●交換する 

４６ 

１６ 

 

５２ 

 

１７ 

 

１７ 

 

２７ 

 

― 

１７ 

●エンジンが始動しない ●燃料切れ 

●燃料系統に空気が入って 

いる 

●燃料フィルタの目詰まり 

 

●エアクリーナエレメントの 

目詰まり 

●燃料を補給する 

●キースイッチＯＮで３０秒程度 

保持し、再スタートする 

●洗浄または交換する 

 

●清掃または交換する 

３２ 

― 

 

４６ 

 

４７ 

 

●エンジンが不規則に 

回転する 

●燃料系統に空気が入って 

いる 

●燃料に水が混入している 

 

●噴射ノズルが不良 

●燃料フィルタの目詰まり 

●軽油以外の燃料を使用した 

●噴射ポンプの不良 

●燃料タンクから噴射ポンプまでの 

燃料パイプを点検する 

●水抜き、または新しい燃料を 

交換する 

●修理または交換する 

●洗浄または交換する 

 

●軽油に入れ換える 

 

●修理または交換する 

― 

 

― 

 

― 

４６ 

 

４５ 

 

― 

●運転中エンジンが 

停止した 

●燃料切れ 

●燃料系統に空気が入って 

いる 

●燃料フィルタの目詰まり 

●過負荷運転をした 

●燃料に水が混入している 

●燃料を補給する 

●燃料タンクから噴射ポンプまでの 

燃料パイプを点検する 

●洗浄または交換する 

 

●負荷を軽くする 

●水抜き、または新しい燃料を 

交換する 

３２ 

― 

 

４６ 

 

４０ 

― 
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不 調 内 容 診  断 処  置 
参 照 
ﾍﾟｰｼﾞ 

●エンジンが 

オーバーヒートした 

●シリンダブロックフィンの目詰まり 

●冷却水の不足 

●エンジンオイルの不足 

●ファンベルトの切れ 

●過負荷運転をした 

●ラジエータフィンの目詰まり 

●清掃する 

●冷却水を補給する 

●エンジンオイルを補給する 

●交換する 

●負荷を軽くする 

●清掃する 

― 

４４ 

４２ 

６８ 

４０ 

４４ 

●マフラーより 

白煙が出る 

●エンジンオイルの量が多すぎる 

●エンジンオイルの粘度が低すぎる 

●オイルを適量になるまで抜き取る 

●適度な粘度のオイルにする 

４２ 

４２ 

 

●マフラーより 

黒煙が出る 

●エアクリーナエレメントの目詰まり 

●過負荷運転をした 

●清掃または交換する 

●負荷を軽くする 

４７ 

４０ 

●ジュウデンイジョウと 

表示される 

●スローブローヒューズが 

切れている 

●ファンベルトが切れている 

●配線系統を点検、修理して 

新しいヒューズに交換する 

●交換する 

５０ 

 

６８ 

●走行しない ●油圧オイル不足 

 

●プッシュプルワイヤーが 

外れている 

●油圧オイルを補給する 

●オイルクーラーの点検、清掃 

●プッシュプルワイヤー組付け 

４３ 

１６ 

― 

●散布しない ●床送りが動いていない ●送りレバーを入れる ３２ 

●散布量が少ない ●床送りコンベアの調節不足 

●ビータに長ワラ、草などが巻き 

付き、ビータの作用が不十分 

●コントロールワイヤを調節する 

●巻き付いているものを除去する 

４９ 

４９ 

●散布幅が狭い ●羽根が変形して、脱落している 

●堆肥を積みすぎている 

●新しい部品を交換する 

●適正な積込みをする 

６８ 

４０ 

●直進しない ●操向レバーの調整不良 ●調整する ４９ 

●出力不足 ●エアクリーナエレメントの目詰まり 

 

●清掃または交換 ４７ 

●走行速度が 

上がらない 

●油圧オイル温度が上昇 

 

●オイルクーラーの点検、清掃 

 

 

１６ 
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２．エラーコード一覧表 
つぎの表のエラーが表示された場合は、特販店、またはＪＡ（農協）にご相談ください。 
 
◆エラーコード一覧表 

エラー      
コード コントロールボックス表示 原因 異常値の動作 

９７ ３１ ネンリョウ ミズ コンニュウ  燃料に水が混入 なし 

１００ １ オイル プレッシャ スイッチ  油圧低下異常 なし 

１０２ ４ キュウキアツ テイ        ブースト圧センサ 

（Ｌｏｗ側） 

初期値使用 

１０２ ３ キュウキアツ コウ        ブースト圧センサ 

（Ｈｉｇｈ側） 

初期値使用 

１０８ ３ タイキアツ コウ       大気圧センサ異常 

（High 側） 

初期値使用 

１０８ ４ タイキアツ テイ         大気圧センサ異常 

（Ｌｏｗ側） 

初期値使用 

１１０ ０ レイキャクスイ オーバーヒート エンジンオーバーヒート 出力７５％制限、 

ＥＧＲ停止、 

吸気スロットル１００％開 

１１０ ３ レイキャクスイ センサ コウ   水温センサ  

（Ｈｉｇｈ側） 

出力７５％制限 

１１０ ４ レイキャクスイ センサ テイ   水温センサ  

（Low 側） 

出力７５％制限 

１３２ １ ＭＡＦセンサー リョウ テイ   吸気不足異常 出力７５％制限、 

ＥＧＲ停止、 

吸気スロットル１００％開 

１３２ ３ ＭＡＦセンサー デンアツ コウ ＭＡＦセンサ  

（High 側） 

センサ初期値、 

出力７５％制限、 

ＥＧＲ停止、 

吸気スロットル１００％開 

１３２ ４ ＭＡＦセンサー デンアツ テイ MAF センサ 

（Low 側） 

センサ初期値、 

出力７５％制限、 

ＥＧＲ停止、 

吸気スロットル１００％開 

１３２ １５ ＭＡＦセンサー リョウ コウ   ブースト圧上昇不足異常 出力５０％制限、 

回転数５０％制限、 

ＥＧＲ停止、 

吸気スロットル１００％開 

１５７ ０ レールアツ センサ コウ     レール圧力異常高圧 出力５０％制限、 

回転数５０％制限、 

ＥＧＲ停止、 

吸気スロットル１００％開 
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エラー      
コード コントロールボックス表示 原因 異常値の動作 

１５７ ３ レールアツ センサ コウ     レール圧センサ  

（Ｈｉｇｈ側） 

出力５０％制限、 

回転数５０％制限、 

ＥＧＲ停止、 

吸気スロットル１００％開 

６０秒後にエンジン停止 

１５７ ４ レールアツ センサ テイ     レール圧センサ  

（Ｌｏｗ側） 

出力５０％制限、 

回転数５０％制限、 

ＥＧＲ停止、 

吸気スロットル１００％開 

６０秒後にエンジン停止 

１７１ ３ ＭＡＦセンサー オンド コウ  吸気温度センサ  

（MAF センサ内臓） 

（Ｈｉｇｈ側） 

初期値使用 

１７１ ４ ＭＡＦセンサー オンド テイ  吸気温度センサ  

（MAF センサ内臓） 

（Ｌｏｗ側） 

初期値使用 

１７２ ３ キュウキオンド コウ      吸気温度センサ異常 

（Ｈｉｇｈ側） 

センサ初期値、 

低温時に白煙量増大 

１７２ ４ キュウキオンド テイ      吸気温度センサ異常 

 （Ｌｏｗ 側） 

センサ初期値、 

低温時に白煙量増大 

１９０ ０ エンジン オーバーラン    エンジンオーバーラン 噴射停止 

６２８ ２ ＦＬＡＳＨ ＲＯＭ エラー    ＥＣＵフラッシュ 

ＲＯＭエラー 

エンジン停止 

６３３ ７ プレッシャリミッター カイ   プレッシャリミッタ開弁 

異常 

出力５０％制限、 

回転数５０％制限、 

ＥＧＲ停止、 

吸気スロットル１００％開 

６３６ ２ クランクシャフト パルススウ  ＮＥセンサ（クランク 

シャフト位置センサ） 

パルス数エラー 

出力７５％制限 

６３６ ７ クランクシャフト イソウサ    ＮＥ－Ｇ 位相ずれ 出力７５％制限 

６３６ ８ クランクシャフト ニュウリョク  ＮＥセンサ（クランク 

シャフト位置センサ） 

パルス入力なし 

出力７５％制限 

６５１ ３ インジェクター １ ダンセン シリンダ #1  

インジェクターの 

ハーネス / コイルの 

回路断線 

出力７５％制限、 

ＥＧＲ停止、 

吸気スロットル１００％開 

６５２ ３ インジェクター ２ ダンセン シリンダ #2  

インジェクターの 

ハーネス / コイルの 

回路断線 

出力７５％制限、 

ＥＧＲ停止、 

吸気スロットル１００％開 
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エラー      
コード コントロールボックス表示 原因 異常値の動作 

６５３ ３ インジェクター ３ ダンセン シリンダ #3  

インジェクターの 

ハーネス / コイルの 

回路断線 

出力７５％制限、 

ＥＧＲ停止、 

吸気スロットル１００％開 

６５４ ３ インジェクター ４ ダンセン シリンダ #4  

インジェクターの 

ハーネス / コイルの 

回路断線 

出力７５％制限、 

ＥＧＲ停止、 

吸気スロットル１００％開 

６７６ ０ グローリレー オーバーヒート グローヒータリレー駆動 

回路のオーバーヒート 

なし 

６７６ ５ グローリレー ダンセン    グローリレー駆動回路 

の断線 

なし 

６７７ ４ スタータリレー － ショート   スタータリレー駆動回路 

のアースショート 

なし 

６７９ ７ リリーフバルブ コチャク   プレッシャリミッタが開弁 

されない 

エンジン停止時 

６７９ １６ リリーフアツ イジョウ     プレッシャリミッタ開弁後 

レール圧不良 

エンジン停止時 

７２３ ２ カムシャフト パルス スウ   G センサ（カムシャフト位 

置センサ） 

パルス数エラー 

なし 

７２３ ８ カムシャフト センサ ダンセン G センサ（カムシャフト 

位置センサ）パルス入力 

なし 

なし 

１０７７ ２ ＣＰＵ ＩＣ エラー       ECU CPU エラー 

（メイン IC エラー） 

エンジン停止 

１０７７ １２ インジェクターｉｃ ダンセン インジェクタドライブ IC 

のエラー 

または回路断線 

エンジン停止 

１２３９ １ ネンリョウ モレ         燃料漏れ  

（高圧燃料系統） 

出力５０％制限、 

回転数５０％制限、 

ＥＧＲ停止、 

吸気スロットル１００％開 

１３４７ ３ ＳＣＶ ＋ ショート       ＳＣＶ(吸入調量弁)の 

＋Ｂショート 

出力５０％制限、 

回転数５０％制限、 

ＥＧＲ停止、 

吸気スロットル１００％開 

６０秒後にエンジン停止 

１３４７ ４ ＳＣＶ － ショート       ＳＣＶ(吸入調量弁) 

駆動系統エラー 

出力５０％制限、 

回転数 50%制限、 

ＥＧＲ停止、 

吸気スロットル１００％開 

６０秒後にエンジン停止 
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エラー      
コード コントロールボックス表示 原因 異常値の動作 

１３４７ ５ ＳＣＶ ダンセン        ＳＣＶ(吸入調量弁)の 

回路断線 

出力５０％制限、 

回転数５０％制限、 

ＥＧＲ停止、 

６０秒後にエンジン停止 

１３４７ ７ ＳＣＶ カイイチ コチャク    ＳＣＶ(吸入調量弁)  

固着 

出力５０％制限、 

回転数５０％制限、 

ＥＧＲ停止、 

吸気スロットル１００％開 

１４８５ ２ メインリレー ヘイ ロック    メインリレー異常 なし 

３２４２ ０ ＤＰＦイリグチオンド１ コウ 排気ガス温度センサＴ１ 

上昇異常 

エンジンストップ、 

３００℃に下がるまで 

スタータリレー起動禁止 

３２４２ ３ ＤＰＦイリグチオンド１Ｖコウ 排気ガス温度センサ 1 

（Ｈｉｇｈ側） 

センサ初期値、 

出力７５％制限 

３２４２ ４ ＤＰＦイリグチオンド１Ｖテイ 排気ガス温度センサ 1 

（Ｌｏｗ側） 

センサ初期値、 

出力７５％制限 

３２４６ ０ ＤＰＦデグチオンド２ コウ 排気ガス温度センサＴ２ 

上昇異常 

エンジンストップ、 

３００℃に下がるまで 

スタータリレー起動禁止 

３２４６ ３ ＤＰＦデグチオンド２Ｖコウ 排気ガス温度センサ２ 

（Ｈｉｇｈ側） 

センサ初期値、 

出力７５％制限 

３２４６ ４ ＤＰＦデグチオンド２Ｖテイ 排気ガス温度センサ２ 

（Ｌｏｗ側） 

センサ初期値、 

出力７５％制限 

３２５１ ３ ＤＰＦ サアツセンサ コウ    差圧センサ１ 

（Ｈｉｇｈ側） 

センサ初期値、 

出力７５％制限 

３２５１ ４ ＤＰＦ サアツセンサ テイ    差圧センサ 1 

（Ｌｏｗ側） 

センサ初期値、 

出力７５％制限 

３２５２ ０ ＤＯＣ フカンゼンネンショウ  排出ガス異常 出力５０％制限、 

回転数５０％制限、 

ＥＧＲ停止、 

吸気スロットル１００％開 

３５０９ ３ センサーデンアツ ５Ｖ１ コウ センサ供給電圧 1 

（Ｈｉｇｈ側） 

アイドリング、 

ＥＧＲ停止、 

吸気スロットル１００％開 

３５０９ ４ センサーデンアツ ５Ｖ１ テイ センサ供給電圧 1 

（Ｌｏｗ側） 

アイドリング、 

ＥＧＲ停止、 

吸気スロットル１００％開 

３５１０ ３ センサーデンアツ ５Ｖ２ コウ センサ供給電圧２ 

（Ｈｉｇｈ側） 

出力７５％制限 

３５１０ ４ センサーデンアツ ５Ｖ２ テイ センサ供給電圧２ 

（Ｌｏｗ側） 

出力７５％制限 

３５１１ ３ センサーデンアツ ５Ｖ３ コウ センサ供給電圧３ 

（Ｈｉｇｈ側） 

出力７５％制限 
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エラー      
コード コントロールボックス表示 原因 異常値の動作 

３５１１ ４ センサーデンアツ ５Ｖ３ テイ センサ供給電圧３ 

（Ｌｏｗ側） 

出力７５％制限 

３７０１ ０ ＤＰＦ ＰＭタイセキ レベル５ ＰＭ堆積異常レベル５ 出力５０％制限 

３７０１ １５ ＤＰＦ ＰＭタイセキ レベル３ ＰＭ堆積異常レベル３ 出力５０％制限 

３７０１ １６ ＤＰＦ ＰＭタイセキ レベル４ ＰＭ堆積異常レベル４ 出力５０％制限 

４７６５ ０ ＤＯＣイリグチオンド０ コウ 排気ガス温度センサＴ０ 

上昇異常 

エンジンストップ、 

３００℃に下がるまで 

スタータリレー起動禁止 

４７６５ ３ ＤＯＣイリグチオンド０Ｖコウ 排気ガス温度センサ 0 

（Ｈｉｇｈ側） 

センサ初期値、 

出力７５％制限 

４７６５ ４ ＤＯＣイリグチオンド０Ｖテイ 排気ガス温度センサ０ 

（Ｌｏｗ側） 

センサ初期値、 

出力７５％制限 

５２３５２３ ３ １ ４インジェクター ショート シリンダ #１ および  

#４ のインジェクター 

または全シリンダの 

インジェクターが 

＋Ｂショート 

出力７５％制限 

５２３５２４ ３ ２ ３インジェクター ショート シリンダ#２および 

#３のインジェクター 

または全シリンダの 

インジェクターが 

＋Ｂショート 

出力７５％制限 

５２３５２５ １ インジェクターデンアツ テイ インジェクタチャージ 

電圧不足 

出力７５％制限、 

ＥＧＲ停止、 

吸気スロットル１００％開 

５２３５２７ ２ ＣＰＵデンゲン カンシ ＩＣ ＥＣＵ ＣＰＵエラー 

（モニタリング ＩＣ エラ

ー） 

エンジン停止 

５２３５３５ ０ インジェクターデンアツ コウ インジェクタチャージ 

電圧過大 

出力７５％制限、 

ＥＧＲ停止、 

吸気スロットル１００％開 

６０秒後にエンジン停止 

５２３５３８ ２ ＥＥＰＲＯＭ データ ヨミコミ ＱＲ（ＩＱＡ）データエラー 出力７５％制限 

５２３５３８ ７ ＥＥＰＲＯＭ データ ナシ   ＱＲ（ＩＱＡ）データなし 出力７５％制限 

５２３５４４ ３ グローリレー ＋ ショート   グローリレー駆動回路 

の+B ショート 

なし 

５２３５４４ ４ グローリレー － ショート   グローリレー駆動回路 

のアースショート 

なし 

５２３５４７ ２ ＣＡＮ２ バス オフ      ＣＡＮ２バスオフ アイドリング 

５２３５４８ ２ ＣＡＮ クボタ ダンセン   ＣＡＮ＿ＫＢＴフレーム 

エラー 

アイドリング 
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エラー      
コード コントロールボックス表示 原因 異常値の動作 

５２３５７２ ４ ＥＧＲ ポジション センサ  ＥＧＲポジションセンサ 

不良 

出力７５％制限、 

ＥＧＲ停止 

５２３５７４ ３ ＥＧＲアクチュエータ ダンセン ＥＧＲアクチュエータの 

回路断線 

出力７５％制限、 

ＥＧＲ停止 

５２３５７４ ４ ＥＧＲアクチュエータ ショート  ＥＧＲアクチュエータ 

コイルのショート 

出力７５％制限、 

ＥＧＲ停止 

５２３５７５ ７ ＥＧＲ バルブ コチャク   ＥＧＲアクチュエータ 

バルブ固着 

出力７５％制限、 

ＥＧＲ停止 

５２３５７６ ２ ＥＧＲ モータ オーバーヒート ＥＧＲ（ＤＣモータ） 

オーバーヒート 

出力７５％制限、 

ＥＧＲ停止 

５２３５７７ ２ ＥＧＲ モータオンド センサー ＥＧＲ（ＤＣモータ） 

温度センサ異常 

出力７５％制限、 

ＥＧＲ停止 

５２３５８０ ２ インテーク フィードバック  吸気スロットルフィードバ

ック異常 

出力７５％制限、 

吸気スロットル１００％開 

５２３５８２ ３ インテークスロットルリフト コウ 吸気スロットルリフト 

センサ異常（Ｈｉｇｈ側） 

出力７５％制限、 

吸気スロットル１００％開 

５２３５８２ ４ インテークスロットルリフト テイ 吸気スロットルリフト 

センサ異常（Ｌｏｗ側） 

出力７５％制限、 

吸気スロットル１００％開 

５２３５８９ １７ チュウシャサイセイ オンドテイ 手動再生時水温上昇 

不足異常 

なし 

５２３５９０ １６ チュウシャサイセイ タイムアウ

ト 

手動再生処理 

タイムアップ異常 

なし 

５２３５９２ ２ ＣＡＮ ＣＭ１ フレーム     ＣＡＮ ＣＭ１ 

（再生スイッチ） 

フレームエラー 

再生禁止 

５２３５９３ ２ ＣＡＮ ＤＤＣ１ フレーム     ＣＡＮ ＤＤＣ１  

フレームエラー 

なし 

５２３５９４ ２ ＣＡＮ ＥＴＣ２ フレーム     ＣＡＮ ＥＴＣ２ 

（ニュートラルスイッチ） 

フレームエラー 

なし 

５２３５９５ ２ ＣＡＮ ＥＴＣ５ フレーム    ＣＡＮ ＥＴＣ５ 

（ニュートラルスイッチ） 

フレームエラー 

なし 

５２３５９６ ２ ＣＡＮ ＴＳＣ１ フレーム    ＣＡＮ ＴＳＣ１  

フレームエラー 

なし 

５２３５９８ ２ ＣＡＮ ＥＢＣ１ フレーム    ＣＡＮ ＥＢＣ１  

フレームエラー 

出力７５％制限 

５２３５９９ ０ ゼン ハイキオンセンサ テイ  全排気ガス温度センサ 

同時断線異常 

出力７５％制限 

５２３６０１ ０ ０ １ ２ハイキオンセンサ コウ 排気ガス温度高温異常 

継続 

エンジンストップ、 

３００℃まで低下する 

までスタータリレー 

起動禁止 
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エラー      
コード コントロールボックス表示 原因 異常値の動作 

５２３６０２ ０ ＤＰＦサイセイ ヒンパツ    再生頻度過多異常 出力５０％制限、 

ＥＧＲ停止 

５２３６０３ １５ レイキャクスイ コウオン ヨレイ オーバーヒート 

事前警告 

なし 

５２３６０４ ２ ＣＡＮ１ バス オフ      ＣＡＮ１バスオフ 出力７５％制限、 

EGR 停止 

５２３６０５ ６ インジェクター ＩＣ ショート インジェクター  

ドライバ IC のショート 

DTC 発生した 

インジェクター停止、 

出力７５％制限、 

ＥＧＲ停止、 

吸気スロットル１００％開 

５２３７００ １３ ＥＥＰＲＯＭ データ フゴウ EEPROM 

チェックサムエラー 

なし 
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１．主要諸元                                      
 

 

※この主要諸元は改良などにより、予告なく変更することがあります。 

 

 

 

 

 

品 名 自走マニアスプレッダ 

型 式 ＳＤ３０００Ｄ 

ビ ー タ 形 式 ディスクビータ 

車体寸法 

全   長  ５１８５ｍｍ 

全   幅  １９３０ｍｍ 

全   高    ２３２０ｍｍ 

地 上 高 
最 低 地 上 高    ３５０ｍｍ 

床 面 高 さ    ８４０ｍｍ 

機 体 質 量   ２８７５ｋｇ 

荷 台 寸 法 （ Ｌ × Ｗ × Ｈ ） ２７００ｍｍ×（１６３５～１７８５ｍｍ）×７００ｍｍ 

最 大 積 載 量   ３０００ｋｇ 

ゴムクローラ 

寸 法 

ク ロ ー ラ 幅    ４５０ｍｍ 

中 心 間 距 離   １２５０ｍｍ 

接 地 長   １８８０ｍｍ 

接 地 圧 

空 車 時 
  １６．５ｋＰａ 

  （０．１７ｋｇ／ｃｍ２） 

積 載 時 
  ３３．７ｋＰａ 

  （０．３４ｋｇ／ｃｍ２） 

旋 回 方 法 ＨＳＴ油圧ミッション方式 

速 度 
前 後 進 低 速 ０～５．０ｋｍ／ｈ 

前 後 進 高 速 ０～８．５ｋｍ／ｈ 

エ ン ジ ン 

型 式 
クボタエンジン Ｖ２４０３－ＣＲ－Ｅ４Ｂ 

ディーゼル水冷４気筒（排気量２４３４ｃｃ） 

定 格 出 力  

（ グ ロ ス ） 
３７．４ｋＷ±５.０％・２７００ｍｉｎ-1（５０．８ＰＳ／２７００ｒｐｍ） 

燃 料 消 費 率 

（ 定 格 時 ） 
２３８．８ｇ／ｋＷ－ｈ±５％ 

散 布 幅 ３～１０ⅿ 

登 坂 能 力 ２０度 
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２．配線図                                       
・メインハーネス 
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３．油圧配管図                                             
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４．主な消耗部品                                   
 

部 品 名 称 品   番 備   考 

コンベアバー ４７２３８ ６１１０ ０００  

コンベアチェン １１６０１ １３２３ ００１ ＃５７チェン 

ハネヒダリ ４７２３８ ８３７１ ０００ ディスクヒダリのハネ 

ハネミギ ４７２３８ ８３７２ ０００ ディスクミギのハネ 

ビータハネ ４７１０６ ２３４１ ０００ ビータのハネ 

エアクリーナエレメント(アウター) ０９４５９ ８００２ ６１１  

エアクリーナエレメント(インナー) ０９４３Ａ １１１１ ９１３  

オイルカートリッジ（エンジン） ０９４Ｊ３ ３１４３ ００２  

ラインフィルタエレメント ４７２３８ ３６５１ ０００ 
大生工業製 フィルタエレメント 

３５１―B－０８－１０Ｕ 

サクションフィルタ ２８１０２ ７６５４ ０００ 
大生工業製  

SFT－０８－１５０W 

ファンベルト ０９４１Ｇ ３８２９ ７０１ 

三ツ星ベルト製  

ローエッジベルト 

RECMF-６４０５ 

バッテリ ４７２３８ ９５１１ ０００ ＪＩＳ１１５Ｄ３１Ｒ 

スローブローヒューズ ６０Ａ ００９００ ０３００ ６００  

管ヒューズ ２０Ａ ００９００ ０１００ ２００  

ブレードヒューズ ５Ａ ００９００ ０２００ ０５０  

ブレードヒューズ １０Ａ ００９００ ０２００ １００  

ブレードヒューズ １５Ａ ００９００ ０２００ １５０  

ブレードヒューズ ２５Ａ ００９００ ０２００ ２５０  

ブレードヒューズ ３０Ａ ００９００ ０２００ ３００  
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